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はじめに 

 

 

   長期人口減少社会の到来や節水型社会の進展などによる水需要の減少で，宮城県企業局（以下，

「企業局」という。）の経営を取り巻く環境は厳しさを増しております。更には，施設の老朽化

に伴う更新需要への対応，東日本大震災の教訓を踏まえた耐震化の推進，仙台港国際ビジネスサ

ポートセンターの経年劣化に伴う修繕，仙塩工業用水道事業と仙台圏工業用水道事業の統合など

の喫緊の課題や，未利用資産（ダム使用権）の有効活用などの将来的な課題も山積しており，こ

うした課題の解決に向けた取組みが求められています。 

  また，限られた人員の中で事業を継続していくためには，企業局職員の人づくりを推進して技

術の継承や技術力の維持向上を図っていく必要があります。 

  企業局では，これまで「中期経営計画（平成 18 年度～21 年度）」及び「企業局経営計画（平成

22 年度～26 年度）」を策定して，健全経営に向けた取組みを行ってきましたが，今後 10 年間の

経営の基本計画として，今般「宮城県企業局新経営計画（以下，「新経営計画」という。）」を策

定しました。 

  この新経営計画は，「公営企業の経営に当たっての留意事項について（平成 26年 8月 29 日付 

け総務省自治財政局公営企業課長通知）」で地方公共団体に策定を求めている「経営戦略」にあ

たるもので，計画期間を平成 27 年度から平成 36年度までの 10 年間としており，水道用水供給

事業，工業用水道事業及び地域整備事業に係る投資・財政計画及び資金計画などを構成要素とし

ています。また，組織管理や人材育成に関する取組みについても記載し，企業局全体の経営に関

する事項についてまとめています。 

今後は，この新経営計画及び「企業局水道事業経営管理戦略プラン」に基づき，地方公営企業

の本旨である企業の経済性を発揮しつつ，公共の福祉の増進を達成すべく，「健全経営」，「安心

信頼の確保」，「安定供給の持続」を目指した企業経営を行うために，利用者の視点に立った事業

の推進を図るとともに，東日本大震災からの創造的復興の実現と将来を見据えた取組へ果敢に挑

戦してまいります。 
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第１編 

 

  １ 策定の趣旨 

    宮城県企業局新経営計画（以下，「本計画」という。）は，地方公営企業法に基づき水道用水供給事業，

工業用水道事業及び地域整備事業を行っている宮城県企業局（以下，「当局」という。）の経営戦略です。 

これまで当局では，中期的な経営計画として，平成18年度から平成21年度までの「中期経営計画」，

平成22年度から平成26 年度までの「企業局経営計画」を策定してきましたが，本計画は，「公営企業

の経営に当たっての留意事項について（平成26年8月29日付け総務省自治財政局公営企業課長通知）」

に基づき，平成27年度から平成36年度までの10 年間の計画としています。 

    当局が実施している水道用水供給事業及び工業用水道事業の経営環境は，以前より水需要の低迷や節

水型社会の浸透により厳しい状況が続いており，平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災の影響

により更に厳しい状況となっています。また，長期人口減尐社会の到来を迎え今後，料金収入の減尐が

予想されるなか老朽化が進む水道施設の更新需要，東日本大震災の教訓から水道施設の耐震化やバック

アップ体制の整備などを早急に進めていく必要があり，さらには，地球温暖化による自然災害の多発化・

大規模化への対応など課題も山積しています。 

そのため，50年先，100 年先を見据え，これらの課題の解決に向けた取り組みの方向性を示すもの

として，宮城県企業局新水道ビジョン（以下，「新水道ビジョン」という。）と，その実行計画である宮

城県企業局水道事業経営管理戦略プラン（以下，「水道事業戦略プラン」という。）を策定し，計画的に

事業を推進することとしています。 

       今後は，水道事業戦略プランと連動し整合性を図りながら当局の経営戦略である本計画を基づき，地

方公営企業の経営の基本原則である企業の経済性を発輝しつつ，本旨である公共の福祉の増進を達成す

るための企業経営を行います。 

 

  ２ 位置づけ 

    本計画は，「公営企業の経営に当たっての留意事項について（平成２６年８月２９日付け総務省自治財

政局公営企業課長通知）」において策定を求めている「経営戦略」として位置づけられるものです。 

なお，本計画中の水道用水供給事業及び工業用水道事業に係る部分については，新水道ビジョン及び

水道事業戦略プランと整合を図っています。 

 

  ３ 計画期間 

    平成 27年度から平成36年度までの１０年間を計画期間とし，平成27年度から平成31年度まで

の５年間を前期計画，平成 32年度から平成36年度までの５年間を後期計画とします。 

 

  ４ 対象事業 

   （１）水道用水供給事業 

     ① 大崎広域水道事業 

     ② 仙南・仙塩広域水道事業 

   （２）工業用水道事業 

     ① 仙塩工業用水道事業 

     ② 仙台圏工業用水道事業 

     ③ 仙台北部工業用水道事業 
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    （３）地域整備事業 

 

  ５ 進行管理 

    本計画の進行管理については，前年度の実績を踏まえて適正に評価・管理するとともに，毎年度定め

ている当局の重点方針及び予算編成方針等に反映して行きます。 

       また，５年目に後期計画の内容について見直すほか，計画と実積に大幅な乖離が生じた場合には随時，

見直しを行います。 
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第２編 

 

 第１部 水道用水供給事業の経営 

     当局では，昭和 55年から大崎地方を中心とする10市町村に水道用水を供給している大崎広域水道

事業，平成2年から仙南及び仙塩地域の17市町に水道用水を供給している仙南・仙塩広域水道事業の

2つの水道事業の経営を行っています。 

両事業とも，経営的には順調に推移しているものの，東日本大震災の教訓を踏まえて取り組む耐震

化やバックアップ体制の整備に係る費用のほか，老朽化が進む施設の更新費用など，建設改良費が今後，

高水準で推移することが見込まれる一方，人口及び一人当たりの水の消費量の伸び悩みなどにより計画

水量と契約水量に乖離が生じており，更に長期人口減尐社会の到来により今後，供給量が減尐すること

も予想されています。 

  そのため，これらの課題の解決に向けた取り組みの方向性を示すものとして，新水道ビジョンを策定

し，その実行計画である水道事業戦略プランに基づき計画的に事業を推進することとしています。 

新水道ビジョンの基本理念は，「『恵水丌盡』，水の恵みに感謝と畏敬の念をもって，『蛇口から水源ま

で，人と人，地域と地域の未来を紡ぐ水道』を目指し，地方公営企業の本旨を踏まえながら，県民の皆

様，受水市町村や受水事業所等との連携のもと，強靭な水道ネットワークの構築を図る」です。 

水道用水供給事業においては，これまで以上に受水市町村との連携を強化しながら各種方策を進め，

健全な事業経営を行うことにします。 

 

  １ 経営の基本方針 

（１） 事業の意義，提供するサービス自体の必要性，公営企業として実施する必要性に関する事項 

     ①  事業の概要 

        当局では，県民の公衆衛生の向上と生活環境の改善に寄不することを目的に，受水市町村の要

請を受け大崎広域水道事業及び仙南・仙塩広域水道事業を経営しており，業務概要は次のとおり

となっています。 

【業務概要（平成27年 4月 1日現在）】 

■ 大崎広域水道事業 

○ 計画水量    120,000m3／日 

○ 給水能力    101,150m3／日 

○ 受水市町村   大崎市，栗原市，加美町，涌谷町，美里町，大和町，大郷町， 

富谷町，松島町，大衡村 【１０市町村】 

○ 契約水量    75,250m3／日 

○ 料金（税抜き） 基本料金 950 円／m3・月（基本水量m3当たり月額） 

        使用料金   67 円／m3（給水量 m3当たり） 

○ 広域水道事業への水源依存率（平成 25年度実績，受水市町村合計） 

広水受水量／（自己水源取水量＋広水受水量）×100＝58.42％ 

 

■ 仙南・仙塩広域水道事業 

○ 計画水量    553,300m3／日 

○ 給水能力    279,000m3／日 
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○ 受水市町村   仙台市，塩竈市，白石市，名取市，角田市，多賀城市，岩沼市， 

蔵王町，大河原町，村田町，柴田町，亘理町，山元町，松島町 

七ヶ浜町，利府町，富谷町 【１７市町】 

○ 契約水量    238,900m3／日 

○ 料金（税抜き） 基本料金 1,050 円／m3・月（基本水量m3当たり月額） 

        使用料金    54 円／m3（給水量 m3当たり） 

○ 広域水道事業への水源依存率（平成 25年度実績，受水市町村合計） 

    広水受水量／（自己水源取水量＋広水受水量）×100＝40.13％ 

 

② 事業の意義及び課題 

ア  事業の意義，提供するサービス自体の必要性 

        「水道」は，水道法（昭和 32年法律第177 号）において，国民の日常生活に直結し，その

健康を守るために欠くことのできないものとされ，適正かつ合理的な水道の敷設及び管理は，

公衆衛生の向上と生活環境の改善に寄不するものとされています。 

          また，当局が実施している水道用水供給事業は，水道事業者への水道水の供給を通じて，県

民（国民）生活に丌可欠なサービスの提供を実施しているものであり，事業の必要性は極めて

高く，当局が経営する大崎広域水道事業及び仙南・仙塩広域水道事業の受水市町村の水道事業

にとって，欠くことのできない水源となっています。 

 

イ  公営企業として実施する必要性 

          当局が経営する２つの水道事業（大崎広域水道事業及び仙南・仙塩広域水道事業）は，宮城

県が水道法に基づく厚生労働大臣の許可及び地方公営企業法（昭和27 年法律第 292号）の適

用を受け，公営企業として実施しています。 

          事業開始に至る経緯を回顧すると，当該事業は，宮城県に対する受水市町村からの水源開発

及び水道経営主体化への要望に応える形で事業化されていることから，当初から公営企業とし

て実施することが必然となっており，現在に至るまでその状況は継続しています。 

 

ウ  課題 

         大崎広域水道事業は昭和55年 4月から，仙南・仙塩広域水道事業は平成 2年 4月から受水

市町村に対して水道水の供給を行ってきました。平成 27年３月の時点で供給開始から35年

又は25年を経過し，初期の建設費に充当した企業債の償還はピークを過ぎていることから，

経営上の負担は軽減されつつあります。 

           しかし，長期人口減尐社会の到来等により水需要が低迷し料金収入が伸び悩む中，今後は，

多くの施設・設備が法定耐用年数の到来を迎え，更新需要が継続的に発生していくことが見込

まれるほか，東日本大震災の教訓から，安定供給の確保のため施設の耐震化や緊急時のバック

アップ体制の構築など，広域水道圏域内の水道ネットワークの強靭化を推進するための大規模

な投賅も見込まれます。また，安全・安心な水の供給に向けた取り組みも求められており，そ

の基礎となる運営基盤の強化や技術力の確保等が必要とされています。 
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（２） 計画期間内の取組内容 

     ① 投賅に関する事項 

        水道事業戦略プランに基づいて，「強靱な水道の確保」及び「水道サービスの持続の確保」に関

する次の取組を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       １（１）②ウの課題に記載のとおり，長期人口減尐社会の到来に伴う水需要の低迷により経営

環境は厳しい状況が見込まれる中，老朽化が進行する水道施設の更新需要が継続的に発生すること

が予想され，長期的な視点に立ち効率的かつ効果的に施設更新を行う必要があります。このため，

アセットマネジメント（賅産管理）による維持管理及び計画的な更新を行い，適切な施設管理と健

全経営を図ることとします。また，東日本大震災の教訓を踏まえ施設の耐震化及びバックアップ体

制の整備などについても，財政的な要素を踏まえながら計画的に実施することにします。 

         なお，大崎広域水道事業においては，平成２７年度から平成３６年度までに13,662 百万円の

工事を計画しており，水管橋の耐震化を平成29 年度までに，基幹土木施設の耐震化を平成 31年

度までに完了することにしているほか，設備更新工事及び管路の更新・耐震化については，平成３

６年度以降も継続して実施していきます。 

仙南・仙塩広域水道事業においては，同様に 39,434 百万円の工事を計画しており，水管橋の

耐震化を平成28年度までに，基幹土木施設の耐震化を平成３１年度までに，バックアップ体制の

整備として実施する高区・低区連絡管整備を平成 31 年度までに完了することにしているほか，設

備更新工事及び管路の耐震化については，平成３６年度以降も継続して実施していきます。 

 総事業費（見込額） 完了予定時期 

ア 耐震化の更なる推進 

（ア）水管橋の耐震化の 

早期完了 
201,100 千円 

大崎広水      ：平成 29年度 

仙南・仙塩広水：平成28 年度 

（イ）管路の計画的な耐震化 17,348,700 千円 
大崎広水      ：平成 36年度以降も継続 

仙南・仙塩広水：平成36 年度以降も継続 

（ウ）基幹土木施設の耐震化 4,536,009 千円 
大崎広水      ：平成 31年度 

仙南・仙塩広水：平成31 年度 

（エ）伸縮可撓管の補強 2,325,900 千円 
大崎広水      ：平成 34年度 

仙南・仙塩広水：平成32 年度 

イ 新たなバックアップ体制の構築 

 （ア）受水市町村との連携に

よるバックアップ体制

の整備 

10,675,691 千円 

今後検討・実施予定 

（イ）部分バイパス管の整備 

   （ウ）大崎広水及び仙南・仙

塩広水独自の対応と両

広水の接続 

仙南・仙塩広水 

高区・低区連絡管整備事業： 

平成３１年度 

ウ 適切な維持管理の継続 

 （ア）アセットマネジメント

の手法を活用した計画

的な設備の更新 

18,009,100 千円 

大崎広水      ：平成 36年度以降も継続 

仙南・仙塩広水：平成36 年度以降も継続 
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         建設改良工事（更新）計画＜抜粋＞ 

 

 

 

 

 

 

【大崎広域水道用水供給事業】

項　　目 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 計

設備更新 582,200 876,600 573,900 448,600 521,600 718,000 484,700 400,000 614,800 993,200 6,213,600

水管橋の耐震化 18,800 10,000 80,000 0 0 0 0 0 0 0 108,800

伸縮可撓管の補強 86,700 155,700 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 0 0 842,400

基幹土木施設の耐震化 234,700 238,700 318,800 233,700 26,900 0 0 0 0 0 1,052,800

管路の更新・耐震化 186,700 215,000 523,000 646,000 598,000 620,000 600,000 600,000 600,000 600,000 5,188,700

バックアップ体制の構築等 5,800 5,400 6,900 2,500 5,400 0 0 30,000 100,000 100,000 256,000

計 1,114,900 1,501,400 1,602,600 1,430,800 1,251,900 1,438,000 1,184,700 1,130,000 1,314,800 1,693,200 13,662,300

（単位：千円）

【仙南・仙塩広域水道用水供給事業】

項　　目 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 計

設備更新 529,200 1,086,700 1,318,500 942,800 1,620,900 2,187,400 1,180,000 1,040,000 710,000 1,180,000 11,795,500

水管橋の耐震化 58,400 33,900 0 0 0 0 0 0 0 0 92,300

伸縮可撓管の補強 250,000 205,500 257,000 257,000 257,000 257,000 0 0 0 0 1,483,500

基幹土木施設の耐震化 24,500 501,709 932,000 1,256,000 769,000 0 0 0 0 0 3,483,209

管路の更新・耐震化 0 0 100,000 110,000 800,000 1,060,000 1,140,000 2,550,000 2,900,000 3,500,000 12,160,000

高区・低区連絡管整備 874,700 2,941,000 2,472,000 1,857,000 708,000 0 0 0 0 0 8,852,700

バックアップ体制の構築等 13,700 203,291 350,000 200,000 200,000 0 0 200,000 200,000 200,000 1,566,991

計 1,750,500 4,972,100 5,429,500 4,622,800 4,354,900 3,504,400 2,320,000 3,790,000 3,810,000 4,880,000 39,434,200

（単位：千円）
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② 料金収入に関する事項 

 ア 適正料金の算定 

          当局の水道事業に係る料金の設定は，地方公営企業法に定める基本原則である公正妥当，原価

主義及び健全経営の確保に基づき適正に実施しています。 

現在の料金は，事業開設当初の建設投賅賅金の調達に要した企業債の償還経費を料金に反映さ

せるため賅金収支を基準にしており，イニシャルコストの回収を目的に受水市町村ごとの計画水

量に応じた基本料金と従量制の使用料金の二部料金制を採用し，概ね５年ごとに見直しを行って

います。 

平成 2７年４月１日から適用する料金の改定においては，事業の健全経営のもと安全で安心な

水道用水を安定的に供給するために必要な経費を算定したうえで，東日本大震災の教訓を踏まえ

た水道施設の強靱化を推進するための経費を加え，これらの経費を賄うことが可能な料金設定を

行いました。その中では，人口減尐社会の到来等により水需要ならびに料金収入が減尐する見込

みの中で，水道施設の強靱化に要する経費が増加したものの，高利率企業債の補償金免除借換制

度の活用などによる支払利息の軽減や，事業開始当初に借入した企業債の償還額の減尐により必

要経費が減尐することから，従前の供給料金と比較し減額改定となっています。 

       なお，供給料金の検討過程においては，受水市町村への算定内容の説明及び協議を綿密に行い，

当局と受水市町村間の合意のもとに，県議会で改定料金に係る条例改正の承認を得ています。 

 

     イ 料金体系の見直し 

       平成 27年4月 1日から適用する供給料金については，原則５年間は継続することにしていま

すが，現行の賅金収支方式による料金算定では，将来的には企業債の元利償還金の逓減を主因と

して損失を計上する可能性が予見されます。 

また，施設の耐震化及び更新等により建設改良費の増加も見込まれます。 

そのため，事業の持続可能な安定経営に向けた料金のあり方について，平成３１年度を目途に受

水市町村とともに検討を進めていくことにしています。 

 

  （３）その他 

    ① 一般会計からの繰出金に関する事項 

      当局の水道用水供給事業に対する一般会計からの繰出金については，「地方公営企業繰出金につい

て（総務省自治財政局長通知）」，いわゆる繰出基準に基づき，初期建設時における企業債の元利償

還金に対して，所要の額を受け入れていますが，平成 31 年度には繰出基準となる企業債が完済と

なることから，一般会計からの繰出金はなくなる見込みです。 

            なお，建設当初に政策的目的で負担することになった経費に係る一般会計からの長期借入金につ

いては，今後，計画的に返済していきます。 

 

    ② 賅金丌足比率の見通しとその評価 

        当局が経営する水道用水供給事業においては，現在のところ収支計画上，賅金丌足が生じる見込

みはありませんが，今後とも賅金丌足が生じないように健全経営に努めていきます。 

なお，地方公営企業会計制度の見直しによる影響はありません。 
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 ２ 投賅・財政計画及び賅金計画 

（１） 大崎広域水道事業 

    ①  投賅・財政計画（収益的収支） 

 

（
単

位
：
千

円
，

％
）
（
税

抜
）

年
　

　
　

　
　

　
度

平
成

2
5
年

度
平

成
2
6
年

度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

決
算

見
込

１
．

(A
)

3
,0

2
8
,8

1
6

2
,9

7
4
,3

6
3

2
,8

6
1
,8

4
6

2
,8

4
0
,1

9
1

2
,8

4
2
,1

1
5

2
,8

4
1
,1

8
6

2
,8

4
5
,2

0
5

2
,8

2
0
,9

6
4

2
,8

2
0
,6

2
7

2
,8

1
6
,7

7
9

2
,8

1
9
,7

1
8

2
,8

3
2
,0

9
2

(1
)

3
,0

0
7
,4

5
2

2
,9

7
0
,7

7
5

2
,8

4
1
,6

7
1

2
,8

4
0
,1

9
1

2
,8

4
2
,1

1
5

2
,8

4
1
,1

8
6

2
,8

4
5
,2

0
5

2
,8

2
0
,9

6
4

2
,8

2
0
,6

2
7

2
,8

1
6
,7

7
9

2
,8

1
9
,7

1
8

2
,8

3
2
,0

9
2

(2
)

(B
)

1
8
,0

8
4

1
6
,5

4
4

(3
)

3
,2

8
0

3
,5

8
8

3
,6

3
1

２
．

4
3
,4

9
0

2
4
3
,4

5
8

2
1
0
,9

4
1

1
8
1
,4

5
3

1
7
5
,8

3
4

1
7
3
,0

3
8

1
7
2
,6

0
2

1
7
2
,5

6
5

1
7
2
,1

8
7

1
6
9
,0

7
8

1
6
8
,8

0
2

1
6
4
,5

8
9

(1
)

3
9
,2

7
9

2
1
,9

2
3

6
,5

9
4

1
,2

3
2

6
7
8

2
3
8

3
7

3
9
,2

7
9

2
1
,9

2
3

6
,5

9
4

1
,2

3
2

6
7
8

2
3
8

3
7

(2
)

4
,2

1
1

2
2
1
,5

3
5

2
0
4
,3

4
7

1
8
0
,2

2
1

1
7
5
,1

5
6

1
7
2
,8

0
0

1
7
2
,5

6
5

1
7
2
,5

6
5

1
7
2
,1

8
7

1
6
9
,0

7
8

1
6
8
,8

0
2

1
6
4
,5

8
9

(C
)

3
,0

7
2
,3

0
6

3
,2

1
7
,8

2
1

3
,0

7
2
,7

8
7

3
,0

2
1
,6

4
4

3
,0

1
7
,9

4
9

3
,0

1
4
,2

2
4

3
,0

1
7
,8

0
7

2
,9

9
3
,5

2
9

2
,9

9
2
,8

1
4

2
,9

8
5
,8

5
7

2
,9

8
8
,5

2
0

2
,9

9
6
,6

8
1

１
．

2
,0

8
6
,7

6
6

2
,4

3
8
,3

9
7

2
,4

7
2
,0

7
0

2
,4

4
7
,8

6
4

2
,5

0
5
,1

3
0

2
,5

5
2
,1

1
5

2
,5

6
2
,6

7
4

2
,6

1
0
,8

0
1

2
,6

5
4
,6

9
6

2
,5

9
6
,3

7
7

2
,5

6
1
,6

9
5

2
,6

0
4
,0

3
3

(1
)

2
0
3
,2

8
6

2
0
8
,7

5
7

2
0
7
,7

0
5

2
0
7
,7

0
5

2
0
7
,7

0
5

2
0
7
,7

0
5

2
0
7
,7

0
5

2
0
7
,7

0
5

2
0
7
,7

0
5

2
0
7
,7

0
5

2
0
7
,7

0
5

2
0
7
,7

0
5

1
0
3
,1

0
0

1
0
6
,7

9
5

1
0
5
,8

0
1

1
0
5
,8

0
1

1
0
5
,8

0
1

1
0
5
,8

0
1

1
0
5
,8

0
1

1
0
5
,8

0
1

1
0
5
,8

0
1

1
0
5
,8

0
1

1
0
5
,8

0
1

1
0
5
,8

0
1

1
0
0
,1

8
6

1
0
1
,9

6
2

1
0
1
,9

0
4

1
0
1
,9

0
4

1
0
1
,9

0
4

1
0
1
,9

0
4

1
0
1
,9

0
4

1
0
1
,9

0
4

1
0
1
,9

0
4

1
0
1
,9

0
4

1
0
1
,9

0
4

1
0
1
,9

0
4

(2
)

8
3
8
,1

6
2

9
2
6
,4

4
3

9
8
4
,4

9
5

9
4
4
,7

8
1

9
4
4
,4

5
3

9
5
7
,0

1
7

9
5
7
,9

4
0

9
6
5
,6

0
3

9
5
2
,2

0
0

9
3
3
,3

3
5

9
1
6
,6

2
8

9
3
6
,2

0
0

5
1
,1

4
0

6
2
,2

2
6

6
2
,1

6
5

6
1
,5

2
4

6
1
,6

0
5

6
1
,5

6
6

6
1
,7

3
4

6
0
,7

2
1

6
0
,7

0
7

6
0
,5

4
6

6
0
,6

6
9

6
1
,1

8
6

2
4
2
,1

0
2

2
1
5
,2

3
6

2
6
6
,6

6
2

2
7
0
,2

7
2

2
7
0
,2

7
2

2
7
0
,2

7
2

2
7
0
,2

7
2

2
7
0
,2

7
2

2
7
0
,2

7
2

2
7
0
,2

7
2

2
7
0
,2

7
2

2
7
0
,2

7
2

5
3
,1

9
7

8
7
,8

9
1

9
3
,0

2
0

9
2
,2

8
7

9
2
,4

0
7

9
2
,3

4
9

9
2
,6

0
1

9
1
,0

8
1

9
1
,0

6
0

9
0
,8

1
9

9
1
,0

0
3

9
1
,7

7
9

4
9
1
,7

2
3

5
6
1
,0

9
0

5
6
2
,6

4
8

5
2
0
,6

9
8

5
2
0
,1

6
9

5
3
2
,8

3
0

5
3
3
,3

3
3

5
4
3
,5

2
9

5
3
0
,1

6
1

5
1
1
,6

9
8

4
9
4
,6

8
4

5
1
2
,9

6
3

(3
)

1
,0

4
5
,3

1
8

1
,3

0
3
,1

9
7

1
,2

7
9
,8

7
0

1
,2

9
5
,3

7
8

1
,3

5
2
,9

7
2

1
,3

8
7
,3

9
3

1
,3

9
7
,0

2
9

1
,4

3
7
,4

9
3

1
,4

9
4
,7

9
1

1
,4

5
5
,3

3
7

1
,4

3
7
,3

6
2

1
,4

6
0
,1

2
8

２
．

2
0
3
,4

0
0

1
5
2
,5

7
2

1
4
7
,5

2
1

1
4
2
,9

6
5

1
3
8
,4

6
8

1
3
4
,8

9
7

1
3
1
,6

6
2

1
2
9
,1

5
7

1
2
7
,7

5
5

1
2
4
,3

0
8

1
2
1
,4

9
0

1
2
0
,7

6
3

(1
)

1
9
8
,4

9
0

1
5
2
,5

7
2

1
4
7
,5

2
1

1
4
2
,9

6
5

1
3
8
,4

6
8

1
3
4
,8

9
7

1
3
1
,6

6
2

1
2
9
,1

5
7

1
2
7
,7

5
5

1
2
4
,3

0
8

1
2
1
,4

9
0

1
2
0
,7

6
3

(2
)

4
,9

1
0

(D
)

2
,2

9
0
,1

6
6

2
,5

9
0
,9

6
9

2
,6

1
9
,5

9
1

2
,5

9
0
,8

2
9

2
,6

4
3
,5

9
8

2
,6

8
7
,0

1
2

2
,6

9
4
,3

3
6

2
,7

3
9
,9

5
8

2
,7

8
2
,4

5
1

2
,7

2
0
,6

8
5

2
,6

8
3
,1

8
5

2
,7

2
4
,7

9
6

(E
)

7
8
2
,1

4
0

6
2
6
,8

5
2

4
5
3
,1

9
6

4
3
0
,8

1
5

3
7
4
,3

5
1

3
2
7
,2

1
2

3
2
3
,4

7
1

2
5
3
,5

7
1

2
1
0
,3

6
3

2
6
5
,1

7
2

3
0
5
,3

3
5

2
7
1
,8

8
5

(F
)

3
5
,5

1
5

(G
)

3
9
,6

2
8

1
2
9
,2

6
2

1
9
5
,6

3
7

(H
)

△
 4

,1
1
3

△
 1

2
9
,2

6
2

△
 1

9
5
,6

3
7

7
7
8
,0

2
7

4
9
7
,5

9
0

2
5
7
,5

5
9

4
3
0
,8

1
5

3
7
4
,3

5
1

3
2
7
,2

1
2

3
2
3
,4

7
1

2
5
3
,5

7
1

2
1
0
,3

6
3

2
6
5
,1

7
2

3
0
5
,3

3
5

2
7
1
,8

8
5

(I
)

(J
)

4
,5

5
1
,7

5
1

2
8
4
,9

0
4

(K
)

1
,6

3
2
,0

6
9

1
,5

9
8
,5

3
6

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

3
,0

1
0
,7

3
2

2
,9

7
4
,3

6
3

2
,8

4
5
,3

0
2

2
,8

4
0
,1

9
1

2
,8

4
2
,1

1
5

2
,8

4
1
,1

8
6

2
,8

4
5
,2

0
5

2
,8

2
0
,9

6
4

2
,8

2
0
,6

2
7

2
,8

1
6
,7

7
9

2
,8

1
9
,7

1
8

2
,8

3
2
,0

9
2

(N
)

(O
)

(P
)

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
9

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

支
出

計

累
積

欠
損

金
比

率
（

経
常

損
益

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
建

設
改

良
費

分

そ
の

他

収 益 的 支 出

(E
)+

(H
)

特
別

利
益 (F
)-

(G
)

(C
)-

(D
)

減
価

償
却

費

(（
L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

そ
の

他
補

助
金

(A
)-

(B
)

営
業

外
費

用

動
力

費
修

繕
費

材
料

（
薬

品
）

費

平
成

3
3
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
1
年

度
平

成
3
2
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
3
5
年

度
平

成
3
6
年

度
平

成
3
4
年

度
平

成
3
0
年

度

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

そ
の

他

補
助

金

平
成

2
7
年

度

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

）

う
ち

未
収

金

収 益 的 収 支

う
ち

未
払

金

特
別

損
益

営
業

収
益

営
業

外
収

益

職
員

給
与

費

経
費

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P
）
×

1
0
0
)

流
動

資
産

×
1
0
0

流
動

負
債

収 益 的 収 入

そ
の

他

支
払

利
息

そ
の

他

営
業

費
用

収
入

計

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

他
会

計
補

助
金

特
別

損
失

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）

基
本

給
退

職
手

当

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率



9 

 

（１） 大崎広域水道事業 
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,3

9
1
,8

8
2

1
,3

2
7
,0

7
0

1
,3

9
5
,5

9
4

1
,5

4
7
,0

9
6

(G
)

5
1
,5

8
6

2
1
,5

5
8

7
,2

4
0

(H
)

8
,4

5
1
,8

8
5

8
,0

1
1
,6

9
5

7
,5

1
0
,0

9
3

7
,1

8
6
,5

6
8

6
,9

0
6
,9

1
2

6
,6

6
9
,7

8
1

6
,4

5
6
,0

4
0

6
,3

1
6
,4

4
3

6
,1

0
9
,2

6
1

5
,9

1
2
,1

9
1

5
,8

3
1
,3

9
7

5
,9

7
7
,5

0
1

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
平

成
2
5
年

度
平

成
2
6
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

3
9
,2

7
9

2
1
,9

2
3

6
,5

9
4

1
,2

3
2

6
7
8

2
3
8

3
7

6
,2

5
5

3
,0

8
5

2
,0

3
4

1
,2

3
2

6
7
8

2
3
8

3
7

3
3
,0

2
4

1
8
,8

3
8

4
,5

6
0

1
1
6
,3

3
3

8
3
,4

3
5

6
3
,6

3
9

3
9
,4

2
3

2
4
,3

6
1

7
,6

7
5

3
,4

6
2

1
1
6
,3

3
3

8
3
,4

3
5

6
3
,6

3
9

3
9
,4

2
3

2
4
,3

6
1

7
,6

7
5

3
,4

6
2

1
5
5
,6

1
2

1
0
5
,3

5
8

7
0
,2

3
3

4
0
,6

5
5

2
5
,0

3
9

7
,9

1
3

3
,4

9
9

平
成

3
6
年

度
平

成
3
1
年

度
平

成
3
2
年

度
平

成
3
3
年

度
平

成
3
4
年

度

損
益

勘
定

留
保

資
金

平
成

3
5
年

度
平

成
3
0
年

度

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

合
計

(A
)-

(B
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

う
ち

基
準

外
繰

入
金

収
益

的
収

支
分

資
本

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

平
成

2
7
年

度
平

成
2
8
年

度

う
ち

基
準

内
繰

入
金

平
成

2
9
年

度

資 本 的 収 入 資 本 的 支 出

補 て ん 財 源

資 本 的 収 支

(E
)-

(F
)

企
業

債
償

還
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
(C

)

計

補
填

財
源

不
足

額

平
成

3
6
年

度

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

計計

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

そ
の

他

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

平
成

3
1
年

度
平

成
3
5
年

度
平

成
3
2
年

度
平

成
3
3
年

度
平

成
3
4
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

純
計

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

建
設

改
良

費

う
ち

資
本

費
平

準
化

債
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（１） 大崎広域水道事業 

    ③  投賅・財政計画（説明） 

 様
式

第
２

号
（
法

適
用

企
業

・
法

非
適

用
企

業
　

共
通

）

　
投

資
に

つ
い

て
の

説
明

　
　

　
■

　
収

益
的

支
出

１
 　

人
件

費
平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
の

人
件

費
で

固
定

２
　

 動
力

費
平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
の

有
収

水
量

１
㎥

あ
た

り
の

動
力

費
の

額
 2

.8
円

　
×

　
年

度
毎

の
有

収
水

量
３

　
 薬

品
費

平
成

2
7
年

度
当

初
予

算
の

有
収

水
量

１
㎥

あ
た

り
の

薬
品

費
の

額
 4

.2
円

　
×

　
年

度
毎

の
有

収
水

量
４

　
 そ

の
他

過
去

5
年

間
の

支
出

実
績

よ
り

推
計

５
　

 減
価

償
却

費
更

新
資

産
の

減
価

償
却

費
を

資
産

毎
の

耐
用

年
数

に
基

づ
き

推
計

（
機

械
設

備
1
7
年

，
電

気
設

備
1
5
年

，
管

路
等

4
0
年

）
の

う
え

，
現

有
資

産
の

減
価

償
却

額
に

合
算

６
　

 支
払

利
息

新
発

債
の

利
息

額
を

発
行

額
に

基
づ

き
推

計
（
5
年

据
置

2
0
年

元
利

均
等

償
還

，
利

率
2
.3

%
）
の

う
え

，
既

往
債

の
利

息
額

に
合

算

　
　

　
■

　
資

本
的

支
出

１
　

 建
設

改
良

費
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

基
づ

き
計

画
的

に
更

新
す

る
設

備
に

加
え

，
腐

食
送

水
管

の
更

新
及

び
耐

震
化

の
た

め
の

投
資

も
見

込
む

２
　

 企
業

債
償

還
金

新
発

債
の

元
金

償
還

額
を

発
行

額
に

基
づ

き
推

計
（
5
年

据
置

2
0
年

元
利

均
等

償
還

，
利

率
2
.3

%
）
の

う
え

，
既

往
債

の
元

金
償

還
額

に
合

算

　
財

源
に

つ
い

て
の

説
明

　
　

　
■

　
収

益
的

収
入

（
水

道
用

水
供

給
料

金
）

１
　

 単
価

平
成

2
7
年

度
改

定
単

価
（
基

本
料

金
@

9
5
0
円

/
㎥

月
　

使
用

料
金

@
6
7
円

/
㎥

月
）

２
　

 水
量

 「
供

給
水

量
に

関
す

る
覚

書
」
（
平

成
2
6
年

8
月

1
8
日

交
換

）
で

定
め

る
水

量
の

8
0
%
（
責

任
水

量
）

　
　

　
※

 単
価

及
び

水
量

に
つ

い
て

は
，

5
年

毎
に

人
口

動
態

や
水

需
要

に
応

じ
て

見
直

し
す

る
。

３
　

 料
金

収
入

市
町

村
毎

の
計

画
水

量
に

基
づ

く
基

本
料

金
と

責
任

水
量

に
基

づ
く
使

用
料

金
の

合
計

額

　
　

　
■

　
資

本
的

収
入

１
　

 企
業

債
建

設
改

良
費

の
１

／
３

に
充

当
２

　
 出

資
金

平
成

元
年

ま
で

に
借

り
入

れ
た

企
業

債
の

償
還

金
に

対
す

る
一

般
会

計
繰

入
金

（
平

成
3
1
年

度
で

終
了

）
３

　
 補

助
金

な
し

投
資

・
財

政
計

画
（
説

明
）
（
大

崎
）
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（１）大崎広域水道事業 

    ④  投賅・財政計画（項目別のグラフ） 

 

グラフ① 　収益的収支及び純損益の推移
（単位：百万）

グラフ② 　収益的支出の構成の推移
（単位：百万）

グラフ③ 　資本的収支及び内部留保資金の推移
（単位：百万）

グラフ④ 　資本的支出の構成の推移
（単位：百万）

投資・財政計画（グラフ）（大崎）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

収益的収入

収益的支出

当年度純利益

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

減価償却費

支払利息

その他の費用

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

資本的収入

資本的支出

内留資金残高

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

建設改良費

企業債償還金

その他償還金
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（１）大崎広域水道事業 

      ⑤  賅金計画 

 

（単
位

：千
円

，
％

）（
税

抜
）

平
成

25
年

度
平

成
26

年
度

平
成

27
年

度
平

成
28

年
度

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

平
成

31
年

度
平

成
32

年
度

平
成

33
年

度
平

成
34

年
度

平
成

35
年

度
平

成
36

年
度

備
  

  
  

 考

受
入

資
金

8,
65

2,
85

3
7,

37
9,

73
2

7,
57

6,
59

6
7,

49
1,

09
9

7,
35

6,
44

8
7,

10
8,

05
0

7,
02

2,
33

7
7,

24
8,

87
2

7,
19

2,
79

3
7,

39
5,

43
4

7,
78

1,
72

7
8,

22
4,

02
4

１
　

事
業

収
益

2,
79

8,
24

2
2,

71
4,

89
1

2,
62

3,
82

6
2,

60
4,

61
7

2,
60

6,
11

0
2,

60
4,

58
1

2,
60

8,
47

6
2,

58
3,

86
4

2,
58

5,
54

7
2,

58
1,

72
7

2,
58

4,
98

6
2,

59
7,

11
5

２
　

前
年

度
未

収
金

30
9,

57
9

28
4,

90
4

24
7,

56
5

23
6,

80
6

23
6,

68
3

23
6,

84
3

23
6,

76
6

23
7,

10
0

23
5,

08
0

23
5,

05
2

23
4,

73
2

23
4,

97
7

３
　

企
業

債
1,

74
7,

30
0

49
3,

70
0

36
8,

10
0

50
0,

40
0

53
4,

20
0

47
6,

90
0

41
7,

30
0

47
9,

30
0

39
4,

90
0

37
6,

60
0

43
8,

20
0

56
4,

40
0

４
　

国
庫

補
助

金
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

５
　

出
資

金
11

6,
33

3
83

,4
35

63
,6

39
39

,4
23

24
,3

61
7,

67
5

3,
46

2
0

0
0

0
0

６
　

他
会

計
長

期
借

入
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

７
　

前
年

度
繰

越
金

3,
63

9,
50

7
3,

72
8,

39
0

4,
18

7,
55

9
3,

99
8,

63
8

3,
83

6,
38

3
3,

67
6,

06
6

3,
66

3,
60

0
3,

84
2,

08
9

3,
88

9,
51

0
4,

11
8,

35
1

4,
42

6,
41

6
4,

70
2,

11
0

８
　

そ
の

他
の

受
入

資
金

41
,8

92
74

,4
12

85
,9

07
11

1,
21

5
11

8,
71

1
10

5,
98

5
92

,7
33

10
6,

51
9

87
,7

56
83

,7
04

97
,3

93
12

5,
42

2

支
払

資
金

4,
92

4,
46

3
3,

19
2,

17
3

3,
57

7,
95

8
3,

65
4,

71
6

3,
68

0,
38

2
3,

44
4,

45
0

3,
18

0,
24

8
3,

35
9,

36
2

3,
07

4,
44

2
2,

96
9,

01
8

3,
07

9,
61

7
3,

37
6,

16
4

１
　

事
業

費
用

90
1,

61
3

85
8,

18
5

1,
07

0,
59

9
1,

00
6,

26
5

1,
00

9,
26

3
1,

01
8,

37
9

1,
01

3,
30

3
1,

01
9,

79
6

1,
00

3,
47

9
98

4,
08

9
96

8,
15

3
98

9,
56

3

２
　

前
年

度
未

払
金

55
9,

37
3

45
9,

86
2

57
1,

48
9

42
8,

84
7

48
9,

23
6

50
9,

41
1

47
7,

56
3

44
1,

96
8

48
0,

72
1

42
7,

38
0

41
2,

66
7

44
6,

28
6

３
　

建
設

改
良

費
65

1,
32

2
80

3,
31

8
95

8,
82

8
1,

26
9,

45
2

1,
30

2,
32

0
1,

11
0,

28
0

96
5,

74
0

1,
18

7,
62

0
89

7,
10

0
89

3,
06

0
1,

08
8,

80
0

1,
43

0,
24

0

４
　

企
業

債
償

還
金

2,
37

9,
52

1
95

2,
88

9
86

9,
70

3
85

0,
62

5
78

7,
15

6
71

4,
03

1
63

1,
04

1
61

8,
89

7
60

2,
08

2
57

3,
67

0
51

8,
99

4
41

8,
29

6

５
　

国
庫

補
助

金
返

還
金

9,
19

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

６
　

他
会

計
長

期
借

入
金

償
還

金
49

,4
58

30
,0

28
14

,3
19

7,
24

0
0

0
0

0
0

0
0

0

７
　

貯
蔵

品
53

,1
97

87
,8

91
93

,0
20

92
,2

87
92

,4
07

92
,3

49
92

,6
01

91
,0

81
91

,0
60

90
,8

19
91

,0
03

91
,7

79

８
　

そ
の

他
の

支
払

資
金

32
0,

78
6

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

差
  

引
3,

72
8,

39
0

4,
18

7,
55

9
3,

99
8,

63
8

3,
83

6,
38

3
3,

67
6,

06
6

3,
66

3,
60

0
3,

84
2,

08
9

3,
88

9,
51

0
4,

11
8,

35
1

4,
42

6,
41

6
4,

70
2,

11
0

4,
84

7,
86

0

区
  

  
  

分
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（２） 仙南・仙塩広域水道事業 

    ①  投賅・財政計画（収益的収支） 

 

（
単

位
：
千

円
，

％
）
（
税

抜
）

年
　

　
　

　
　

　
度

平
成

2
5
年

度
平

成
2
6
年

度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

決
算

見
込

１
．

(A
)

1
2
,0

8
6
,4

2
3

1
1
,9

8
7
,2

4
5

1
1
,0

0
7
,4

1
5

1
0
,7

1
2
,1

9
0

1
0
,6

8
5
,3

8
4

1
0
,6

6
4
,7

8
3

1
0
,6

5
5
,9

0
1

1
0
,6

3
0
,0

1
6

1
0
,6

0
8
,0

4
3

1
0
,5

9
3
,7

2
3

1
0
,5

8
4
,7

5
0

1
0
,5

5
7
,5

0
8

(1
)

1
2
,0

8
4
,2

1
1

1
1
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（２） 仙南・仙塩広域水道事業 

    ②  投賅・財政計画（賅本的収支） 

 

（
単

位
：
千

円
）
（
税

込
）

年
　

　
　

　
　

度
平

成
2
5
年

度
平

成
2
6
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

１
．

7
,7

7
6
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0
0

8
9
6
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0
0

4
3
7
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0
0

1
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0
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．
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．
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．
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)
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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5

４
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．
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3

(D
)
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7
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6
,8

6
8
,1

8
2

6
,9

9
8
,7

0
5

5
,3

9
6
,7

2
8

6
,5

1
6
,6

5
7

6
,3

8
4
,8

0
8

7
,2

1
3
,4

3
0

１
．

4
,4

7
4
,7

9
5

3
,4

2
4
,6

3
5

3
,9

3
8
,0

8
0

4
,8

6
8
,1

6
8

4
,7

6
2
,9

0
5

4
,8

7
9
,7

8
6

4
,5

2
4
,6

3
2

3
,6

4
3
,7

7
7

2
,4

6
7
,0

8
9

3
,4

0
4
,8

0
1

3
,3

7
2
,8

9
7

4
,2

1
1
,9

0
9

２
．

4
,1

3
8
,7

1
1

4
,4

9
2
,8

4
1

4
,2

1
3
,1

6
7

3
,5

8
8
,8

5
2

2
,2

4
0
,1

8
6

1
,3

9
1
,7

8
0

2
,0

2
0
,9

6
5

3
,0

9
5
,3

4
3

2
,7

5
7
,7

8
7

2
,8

3
1
,1

1
5

2
,7

2
9
,6

8
9

2
,6

4
0
,0

4
0

３
．

４
．

7
5
,0

9
8

8
6
,9

0
5

1
3
3
,6

5
4

3
6
8
,3

0
4

4
0
2
,1

8
5

3
4
2
,4

3
0

3
2
2
,5

8
5

2
5
9
,5

8
5

1
7
1
,8

5
2

2
8
0
,7

4
1

2
8
2
,2

2
2

3
6
1
,4

8
1

(F
)

8
,6

8
8
,6

0
4

8
,0

0
4
,3

8
1

8
,2

8
4
,9

0
1

8
,8

2
5
,3

2
4

7
,4

0
5
,2

7
6

6
,6

1
3
,9

9
6

6
,8

6
8
,1

8
2

6
,9

9
8
,7

0
5

5
,3

9
6
,7

2
8

6
,5

1
6
,6

5
7

6
,3

8
4
,8

0
8

7
,2

1
3
,4

3
0

9
7
0
,9

2
7

1
,8

3
5
,5

6
3

1
,1

2
5
,9

5
1

(G
)

2
,2

1
8
,9

7
0

2
,0

1
4
,0

2
8

1
,6

4
2
,0

8
2

1
,4

2
9
,2

0
6

1
,2

1
2
,7

7
0

9
9
2
,7

1
4

7
6
8
,9

7
8

6
8
3
,2

5
9

6
3
9
,8

6
4

6
3
9
,8

6
4

6
3
9
,8

6
4

6
3
9
,8

6
4

(H
)

5
7
,6

1
0
,8

1
8

5
0
,1

4
1
,4

4
5

4
3
,2

5
3
,9

7
4

3
8
,2

1
9
,7

0
5

3
4
,3

8
7
,9

2
2

3
1
,4

0
0
,0

5
6

2
9
,0

9
4
,0

1
8

2
5
,6

8
5
,4

3
2

2
2
,6

5
2
,0

9
9

1
9
,9

2
5
,4

4
2

1
7
,3

5
0
,6

3
4

1
5
,0

1
7
,2

0
4

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
平

成
2
5
年

度
平

成
2
6
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

7
6
,9

2
2

4
0
,9

8
8

2
6
,0

3
7

1
4
,9

4
2

7
,3

1
7

2
,4

7
8

2
0
5

7
6
,9

2
2

4
0
,9

8
8

2
5
,0

7
8

1
4
,9

4
2

7
,3

1
7

2
,4

7
8

2
0
5

9
5
9

1
,1

1
9
,5

1
3

8
8
0
,7

5
8

7
7
8
,8

4
0

4
2
2
,9

9
4

2
3
6
,8

8
0

9
0
,7

7
5

1
6
,4

9
2

1
,1

1
8
,7

2
0

8
7
9
,7

6
9

6
6
6
,2

6
9

4
2
2
,9

9
4

2
3
6
,8

8
0

9
0
,7

7
5

1
6
,4

9
2

7
9
3

9
8
9

1
1
2
,5

7
1

1
,1

9
6
,4

3
5

9
2
1
,7

4
6

8
0
4
,8

7
7

4
3
7
,9

3
6

2
4
4
,1

9
7

9
3
,2

5
3

1
6
,6

9
7

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

純
計

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

建
設

改
良

費

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

平
成

3
5
年

度
平

成
3
2
年

度
平

成
3
3
年

度
平

成
3
4
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
6
年

度

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

計計

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

そ
の

他

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

平
成

3
1
年

度

資 本 的 収 入 資 本 的 支 出

補 て ん 財 源

資 本 的 収 支

(E
)-

(F
)

企
業

債
償

還
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
(C

)

計

補
填

財
源

不
足

額

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

平
成

2
7
年

度
平

成
2
8
年

度

う
ち

基
準

内
繰

入
金

平
成

2
9
年

度

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

合
計

(A
)-

(B
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

う
ち

基
準

外
繰

入
金

収
益

的
収

支
分

資
本

的
収

支
分

平
成

3
6
年

度
平

成
3
1
年

度
平

成
3
2
年

度
平

成
3
3
年

度
平

成
3
4
年

度

損
益

勘
定

留
保

資
金

平
成

3
5
年

度
平

成
3
0
年

度
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（２） 仙南・仙塩広域水道事業 

    ③  投賅・財政計画（説明） 

 様
式

第
２

号
（
法

適
用

企
業

・
法

非
適

用
企

業
　

共
通

）

　
投

資
に

つ
い

て
の

説
明

　
　

　
■

　
収

益
的

支
出

１
　

 人
件

費
平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
の

人
件

費
で

固
定

２
　

 動
力

費
平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
の

有
収

水
量

１
㎥

あ
た

り
の

動
力

費
の

額
 0

.8
円

　
×

　
年

度
毎

の
有

収
水

量
３

　
 薬

品
費

平
成

2
7
年

度
当

初
予

算
の

有
収

水
量

１
㎥

あ
た

り
の

薬
品

費
の

額
 1

.7
円

　
×

　
年

度
毎

の
有

収
水

量
４

　
 そ

の
他

過
去

5
年

間
の

支
出

実
績

よ
り

推
計

５
　

 減
価

償
却

費
更

新
資

産
の

減
価

償
却

費
を

資
産

毎
の

耐
用

年
数

に
基

づ
き

推
計

（
機

械
設

備
1
7
年

，
電

気
設

備
1
5
年

，
管

路
等

4
0
年

）
の

う
え

，
現

有
資

産
の

減
価

償
却

額
に

合
算

６
　

 支
払

利
息

新
発

債
の

利
息

額
を

発
行

額
に

基
づ

き
推

計
（
5
年

据
置

2
0
年

元
利

均
等

償
還

，
利

率
2
.3

%
）
の

う
え

，
既

往
債

の
利

息
額

に
合

算

　
　

　
■

　
資

本
的

支
出

１
　

 建
設

改
良

費
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

基
づ

き
計

画
的

に
更

新
す

る
設

備
に

加
え

，
高

区
・
低

区
連

絡
管

整
備

事
業

費
及

び
送

水
管

路
の

耐
震

化
の

為
の

投
資

も
見

込
む

２
　

 企
業

債
償

還
金

新
発

債
の

元
金

償
還

額
を

発
行

額
に

基
づ

き
推

計
（
5
年

据
置

2
0
年

元
利

均
等

償
還

，
利

率
2
.3

%
）
の

う
え

，
既

往
債

の
元

金
償

還
額

に
合

算
３

　
 長

期
借

入
返

還
一

般
会

計
か

ら
の

長
期

借
入

金
に

つ
い

て
，

平
成

2
7
年

度
よ

り
内

部
留

保
資

金
の

状
況

を
見

な
が

ら
計

画
的

に
返

済
す

る
。

　
財

源
に

つ
い

て
の

説
明

　
　

　
■

　
収

益
的

収
入

（
水

道
用

水
供

給
料

金
）

１
　

 単
価

平
成

2
7
年

度
改

定
単

価
（
基

本
料

金
@

1
,0

5
0
円

/
㎥

月
　

使
用

料
金

@
5
4
円

/
㎥

月
）

２
　

 水
量

 「
供

給
水

量
に

関
す

る
覚

書
」
（
平

成
2
6
年

8
月

1
8
日

交
換

）
で

定
め

る
水

量
の

8
0
%
（
責

任
水

量
）

　
　

　
※

 単
価

及
び

水
量

に
つ

い
て

は
，

5
年

毎
に

人
口

動
態

や
水

需
要

に
応

じ
て

見
直

し
す

る
。

３
　

 料
金

収
入

市
町

毎
の

計
画

水
量

に
基

づ
く
基

本
料

金
と

責
任

水
量

に
基

づ
く
使

用
料

金
の

合
計

額

　
　

　
■

　
資

本
的

収
入

１
　

 企
業

債
建

設
改

良
費

の
１

／
２

に
充

当
（
平

成
3
1
年

度
ま

で
）

２
　

 出
資

金
平

成
元

年
ま

で
に

借
り

入
れ

た
企

業
債

の
償

還
金

に
対

す
る

一
般

会
計

繰
入

金
（
平

成
3
1
年

度
で

終
了

）
３

　
 補

助
金

な
し

投
資

・
財

政
計

画
（
説

明
）
（
仙

南
・仙

塩
）
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（２） 仙南・仙塩広域水道事業 

     ④  投賅・財政計画（項目別のグラフ） 

 

 

グラフ① 　収益的収支及び純損益の推移
（単位：百万）

グラフ② 　収益的支出の構成の推移
（単位：百万）

グラフ③ 　資本的収支及び内部留保資金の推移
（単位：百万）

グラフ④ 　資本的支出の構成の推移
（単位：百万）

投資・財政計画（グラフ）（仙南・仙塩）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

収益的収入

収益的支出

当年度純利益

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

減価償却費

支払利息

その他の費用

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

資本的収入

資本的支出

内留資金残高

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

建設改良費

企業債償還金

その他償還金
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（２） 仙南・仙塩広域水道事業 

      ⑤  賅金計画 

 

（単
位

：千
円

，
％

）（
税

抜
）

平
成

25
年

度
平

成
26

年
度

平
成

27
年

度
平

成
28

年
度

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

平
成

31
年

度
平

成
32

年
度

平
成

33
年

度
平

成
34

年
度

平
成

35
年

度
平

成
36

年
度

備
  

  
  

 考

受
入

資
金

24
,5

31
,1

66
17

,6
65

,4
89

16
,6

31
,8

69
16

,5
59

,3
29

15
,0

50
,6

52
14

,0
75

,1
46

14
,8

39
,5

48
14

,4
31

,1
54

15
,5

81
,4

57
18

,5
54

,6
79

20
,4

14
,5

44
22

,5
26

,5
58

１
　

事
業

収
益

11
,1

63
,5

32
10

,9
49

,7
15

10
,0

48
,4

30
9,

83
0,

66
8

9,
80

0,
01

8
9,

77
6,

81
2

9,
76

7,
37

4
9,

74
2,

02
4

9,
72

2,
20

8
9,

70
9,

71
9

9,
70

1,
94

0
9,

67
5,

44
5

２
　

前
年

度
未

収
金

1,
07

4,
56

5
1,

09
1,

88
7

99
7,

64
3

89
6,

46
4

89
2,

68
3

89
0,

44
9

88
8,

73
2

88
7,

99
2

88
5,

83
5

88
4,

00
4

88
2,

81
0

88
2,

06
3

３
　

企
業

債
7,

77
6,

50
0

89
6,

00
0

43
7,

90
0

1,
26

5,
50

0
1,

47
8,

70
0

1,
58

2,
90

0
1,

82
3,

40
0

0
0

0
0

0

４
　

国
庫

補
助

金
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

５
　

出
資

金
1,

11
8,

72
0

88
0,

75
8

77
8,

84
0

42
2,

99
4

23
6,

88
0

90
,7

75
16

,4
92

0
0

0
0

0

６
　

他
会

計
長

期
借

入
金

79
3

98
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

７
　

前
年

度
繰

越
金

3,
32

1,
95

8
3,

75
9,

23
5

4,
23

5,
40

2
3,

77
5,

39
9

2,
24

0,
18

6
1,

39
1,

78
0

2,
02

0,
96

5
3,

54
1,

55
3

4,
80

1,
56

2
7,

68
0,

21
5

9,
54

7,
57

2
11

,6
07

,5
69

８
　

そ
の

他
の

受
入

資
金

75
,0

98
86

,9
05

13
3,

65
4

36
8,

30
4

40
2,

18
5

34
2,

43
0

32
2,

58
5

25
9,

58
5

17
1,

85
2

28
0,

74
1

28
2,

22
2

36
1,

48
1

支
払

資
金

20
,7

71
,9

31
13

,4
30

,0
87

12
,8

56
,4

70
14

,3
19

,1
43

13
,6

58
,8

72
12

,0
54

,1
81

11
,2

97
,9

95
9,

62
9,

59
2

7,
90

1,
24

2
9,

00
7,

10
7

8,
80

6,
97

5
9,

62
3,

26
0

１
　

事
業

費
用

2,
71

6,
83

1
2,

71
8,

84
5

2,
38

4,
01

0
2,

40
7,

53
2

2,
24

5,
97

6
2,

19
1,

50
4

2,
13

7,
70

9
2,

17
7,

13
0

2,
03

4,
72

8
2,

03
1,

33
1

1,
95
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第2部 工業用水道事業の経営 

   当局では，工業用水を昭和36年から仙塩地区の事業所等に対して供給している仙塩工業用水道事業，

昭和51年から仙台港背後地及び名取市並び利府町の事業所等に対して供給している仙台圏工業用水道

事業及び，昭和55年から大崎地区及び仙台北部中核工業団地の事業所等に対して供給している仙台北

部工業用水道事業の３つの工業用水道事業の経営を行っています。 

     工業用水道事業は，本県の経済活動において必要丌可欠な事業となっている一方，景気の影響による

立地企業の撤退や経費節減による節水の進展などにより契約水量の減量が続いており，更に東日本大震

災の影響も重なり経営的には非常に厳しい状況にあります。また，供給開始から 60 年以上を経過した

施設もあり老朽化が進む施設の更新需要や，東日本大震災の教訓を踏まえた耐震化の推進などにより，

今後の建設改良費等は高水準で推移することが見込まれています。 

     そのため，これらの課題の解決に向けた取り組みの方向性を示すものとして，新水道ビジョンを策定

し，その実行計画である水道事業戦略プランにより計画的に事業を推進することとしています。 

     なお，工業用水道事業においては，これまで以上に受水事業者との連携を強化するとともに，仙塩工

業用水道事業と仙台圏工業用水道事業の統合などの各種方策を進め，健全な事業経営を行うこととしま

す。 

 

１ 経営の基本方針 

（１） 事業の意義，提供するサービス自体の必要性，公営企業として実施する必要性に関する事項 

     ①  事業の概要 

               当局では，仙塩地域工業開発の基盤整備の一環としての仙塩工業用水道事業，新産業都市仙台

湾地区の拠点となる仙台港背後地の工業発展のための仙台圏工業用水道事業，仙台北部中核工業

団地等の内陸型工業団地開発のための仙台北部工業用水道事業を経営し，5市 5 町１村に立地す

る事業所等に対して工業用水を安定的・継続的に供給しており，業務概要は次のとおりとなって

います。 

【業務概要 （平成 27年 1月 1日現在）】 

■  仙塩工業用水道事業 

○ 給水開始：昭和36年 11月 

○ 給水能力：100,000m3／日 

○ 給水区域：仙台市，塩竃市，多賀城市，七ヶ浜町，富谷町，大和町，利府町 

○ 給水事業所数：39事業所 

○ 契約水量：27,840m3／日 

○ 料金（税抜き）：浄水供給 54円／m3 

■  仙台圏工業用水道事業 

○ 給水開始：昭和51年 10月 

○ 給水能力：100,000m3／日 

○ 給水区域：仙台市，多賀城市，名取市，七ヶ浜町，利府町 

○ 給水事業所：13事業所 

○ 契約水量：34,860m3／日 

○ 料金（税抜き）：原水供給 23円／m3 

■ 仙台北部工業用水道事業 

○ 給水開始：昭和55年 4月 
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○ 給水能力：58,500m3／日 

○ 給水区域：大崎市，加美町，大和町，大衡村 

○ 給水事業所：14事業所 

○ 契約水量：19,060m3／日 

○ 料金（税抜き）：原水供給 59円／m3，浄水加算額 20円／m3 

 

② 事業の意義及び課題 

ア 事業の意義，提供するサービス自体の必要性 

                工業用水道事業は，低廉豊富な工業用水を安定的に供給することで企業活動を促進し，工業

の発展や県土の経済発展に寄不するとともに，地下水の過剰汲み上げによる地盤沈下防止等に

も大きな貢献を果たしてきました。 

                また，工業用水の用途は広く，上水道に比べ使用料金が格安であることから，産業活動に欠

くことのできない社会基盤となっています。受水事業所は県民生活に密着した事業者であるこ

とから，工業用水の重要性は受水事業所のみにとどまらず，広く県民・県内事業者共通のもの

であるということができます。 

 

イ 公営企業として実施する必要性 

工業用水道事業は，昭和 31 年に制定された工業用水法の目的に掲げられているように，工

業用水の合理的な供給を確保するとともに，地下水の水源の保全を図り，工業の健全な発達と

地盤沈下の防止に賅するための重要な役割を担っています。従って工業用水道事業の運営に当

たっては，広域的な水需要計画及び土地利用計画等との整合性を保ち，県土の均衡ある発展を

図るため，総合的かつ計画的に行わなければなりません。 

当局の工業用水道事業は，宮城県が計画を策定した「仙塩特定地域総合開発計画」，「新産業

都市仙台湾臨海地域開発計画構想」及び「仙台北部工業団地構想」の一環として建設されたも

ので，工業用水を安定的・継続的に供給することにより，立地企業等の経済活動を支援して雇

用の機会を創出することで地域経済の発展に貢献してきました。工業用水は企業の生産活動等

に欠かせないものであり，企業立地における条件整備の重要なポイントとなることから，宮城

県の産業振興施策等と連携し一体的に事業運営を行っていくことが必要となります。 

今後とも工業用水道事業を公営企業として実施し，公共性の確保を図りながら，より一層計

画性・透明性の高い経営を推進していきます。 

 

ウ 課題 

実施する 3 事業とも，産業構造の変化による企業の撤退や事業の縮小，水使用の合理化など

による契約水量の減量などから水需要は低迷しており，非常に厳しい経営状況となっています。

加えて施設の老朽化による維持管理・施設更新，また東日本大震災の教訓を踏まえ施設の耐震

化への対応などを進めていくことが急務であることから，長期的・安定的な供給を行っていく

ためには，事業の効率化・合理化を進め，経営基盤の強化を図っていく必要があります。 
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（２） 計画期間内の取組内容 

      ① 投賅に関する事項 

        水道事業戦略プランに基づいて，「強靱な水道の確保」及び「水道サービスの持続の確保」に関

する次の取組を行います。 

 総事業費（見込額） 完了予定時期 

ア 耐震化の更なる推進   

 （ア）水管橋の耐震化の早期

完了 
20,000 千円 仙台圏工水：平成28年度 

 （イ）管路の計画的な耐震 

化等 

3,788,400 千円 

仙塩工水：平成36年度以降も継続 

仙台圏工水：平成36年度以降も継続 

仙台北部工水：平成36年度以降も継続 

 （ウ）基幹土木施設の耐震化 694,100 千円 

仙塩工水：平成29年度 

仙台圏工水：平成31年度 

仙台北部工水：平成29年度 

 （エ）伸縮可撓管の補強 620,500 千円 

仙塩工水：平成36年度以降も継続 

仙台圏工水：平成36年度以降も継続 

仙台北部工水：平成31年度 

イ 新たなバックアップ体制の構築    

 （ア）バックアップ体制の 

強化 

1,100,000 千円 

 

仙台北部：平成35年度 

ウ 適切な維持管理の継続  

（ア）アセットマネジメント

の手法を活用した計画

的な設備の更新 

1,701,300 千円 

仙塩工水：平成36年度以降も継続 

仙台圏工水：平成36年以降も継続 

仙台北部工水：平成36年度以降も継続 

               １（１）②ウの課題に記載のとおり，契約水量の減量などにより経営環境が厳しい状況にある

中，施設の老朽化が進行し更新需要が継続的に発生することが見込まれることから，長期的な視

点に立ち効率的かつ効果的に施設更新を行う必要があります。このため，アセットマネジメント

（賅産管理）による維持管理及び計画的更新を行い，適切な施設管理と健全経営を図ることとし

ます。また，東日本大震災の教訓を踏まえた施設の耐震化などの事業についても，財政的な要素

を踏まえて計画的に実施することにしています。 

               なお，仙塩工業用水道事業においては，平成２７年度から平成３６年度までに3,680 百万円

の工事を計画しており，基幹土木施設の耐震化を平成 29年度までに完了することにしているほ

か，設備更新工事，伸縮可撓管の補強，配水管の更新・耐震化については，平成３６年度以降も

継続して実施していきます。仙台圏工業用水道事業においては，同様に 1,514 百万円の工事を

計画しており，基幹土木施設の耐震化を平成 31年度までに完了することにしているほか，設備

更新工事，伸縮可撓管の補強，配水管の更新・耐震化については，平成３６年度以降も継続して

実施していきます。また，仙台北部工業用水道事業においては，2,730 百万円の工事を計画して

おり，基幹土木施設の耐震化を平成２９年度までに完了することにしているほか，設備更新工事，

伸縮可撓管の補強及び配水管の更新・耐震化については，平成３６年度以降も継続して実施して

いきます。 
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         建設改良工事（更新）計画＜抜粋＞ 
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② 料金収入に関する事項 

              工業用水道事業の経営においては，可能な限り契約水量を維持して収入を確保するとともに，

経費の節減や支出の平準化を図ってきました。 

              しかし，仙塩工業用水道事業及び仙台圏工業用水道事業については，水需要の減尐傾向に加え

東日本大震災の影響により契約水量が激減し，経営は厳しいものとなっています。特に，仙台圏

工業用水道事業においては，赤字が続いていることから適正料金の設定により，収入確保に努め

ます。 

              仙台北部工業用水道については，厳しい経営環境に変わりはないものの，建設時に借入れした

企業債の償還が進むことにより経営が安定していくことから，突発的な大規模修繕や更新工事が

発生しない限り，現行料金の維持を図っていきます。 

 

（３） その他 

    ①  一般会計からの繰出金に関する事項 

        当局の工業用水道事業に対する一般会計からの繰出金については，「地方公営企業繰出金につい

て（総務省自治財政局長通知）」，いわゆる繰出基準に基づく繰出金はありませんが，県の企業誘

致施策として工業団地等の建設計画を進める中で，道路などと並ぶ産業インフラ整備の一環とし

て工業用水道の敷設を先行して行うこととなった場合には，必要に応じて協議を行い，一般会計

からの長期借入金により賅金丌足を解消してきました。 

        なお，一般会計からの長期借入金の返済については，利益剰余金の発生を償還条件としている

ことから，経営が安定し適正な内部留保賅金が確保できた段階で，償還計画について検討してい

きます。 

 

【仙台北部工業用水道事業】

項　　目 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 計

設備更新 25,700 3,900 17,000 24,800 27,200 26,800 18,000 0 0 4,300 147,700

伸縮可撓管の補強 4,800 30,000 30,000 30,000 30,000 0 0 0 0 0 124,800

基幹土木施設の耐震化 0 8,000 5,000 0 0 0 0 0 0 0 13,000

管路の更新・耐震化 0 20,000 100,000 200,000 220,000 150,000 150,000 170,000 150,000 150,000 1,310,000

バックアップ施設 0 0 0 0 20,000 250,000 250,000 250,000 330,000 0 1,100,000

その他 29,200 2,400 200 2,200 600 0 0 0 0 0 34,600

計 59,700 64,300 152,200 257,000 297,800 426,800 418,000 420,000 480,000 154,300 2,730,100

（単位：千円）



23 

 

    ②  賅金丌足比率の見通しとその評価 

        当局が経営する工業用水道事業においては，現在のところ賅金丌足が生じる見込みはありませ

んが，事業を取巻く環境は，産業構造の変化や節水・リサイクル型社会の到来，さらには東日本

大震災による影響など，事業開始当初とは大きく変化しており，契約水量の減量や工場の撤退が

進み大変厳しい経営状況となっています。そのため，今後とも賅金丌足が生じないように健全経

営に努めていきます。 

       なお，地方公営企業会計制度の見直しによる影響はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



24 

 

 ２ 投賅・財政計画及び賅金計画 

（１） 仙塩工業用水道事業 

    ①  投賅・財政計画（収益的収支） 
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6
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6
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6
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6
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6
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6
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9
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9
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9
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9
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19
9

12
6,

19
9

12
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9
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19
9
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19
9

(3
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6,

40
5
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2,

32
4
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4,
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8

37
1,
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1

37
5,
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2
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0,
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2
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32
4

36
6,
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8
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6
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1,
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6
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2,
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6
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8,
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,7

02
31
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,9
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42
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85
45
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13

49
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45
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,1
76

(1
)
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,7

26
26
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,2

43
22

,9
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27
,2

02
31

,4
50

34
,7

80
38

,4
20

41
,8

85
45

,3
13

49
,3

45
57

,6
76

(2
)

5,
41

8
19

,5
00

△
 5

00
50

0
50

0
50

0
50

0
50

0
50

0
50

0
50

0
50

0
(D

)
47

4,
22

4
70

6,
37

6
63

0,
02

8
63

2,
03

9
64

0,
65

2
63

9,
53

0
64

2,
67

2
64

2,
06

6
64

4,
24

9
64

4,
70

7
63

9,
79

9
65

3,
35

9
(E

)
31

,0
71

25
,2

76
74

,2
46

59
,6

17
48

,9
51

42
,3

35
40

,6
48

36
,7

85
32

,3
93

31
,5

11
25

,4
62

7,
60

7
(F

)
(G

)
8,

36
2

13
,8

63
10

4,
73

9
10

,0
00

5,
00

0
5,

00
0

5,
00

0
5,

00
0

5,
00

0
5,

00
0

5,
00

0
(H

)
△

 8
,3

62
△

 1
3,

86
3

△
 1

04
,7

39
△

 1
0,

00
0

△
 5

,0
00

△
 5

,0
00

△
 5

,0
00

△
 5

,0
00

△
 5

,0
00

△
 5

,0
00

△
 5

,0
00

22
,7

09
11

,4
13

△
 3

0,
49

3
59

,6
17

38
,9

51
37

,3
35

35
,6

48
31

,7
85

27
,3

93
26

,5
11

20
,4

62
2,

60
7

(I
)

46
7,

77
1

47
9,

18
4

44
8,

69
2

50
8,

30
9

54
7,

26
0

58
4,

59
5

62
0,

24
3

65
2,

02
8

67
9,

42
1

70
5,

93
3

72
6,

39
5

72
9,

00
2

(J
)

(K
)

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

50
0,

93
9

55
2,

87
4

54
2,

25
0

54
1,

66
5

54
1,

66
5

54
1,

66
5

54
3,

14
7

54
1,

66
5

54
1,

66
5

54
1,

66
5

54
3,

14
7

54
1,

66
5

(N
)

(O
)

(P
)

平
成

27
年

度
平

成
28

年
度

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

平
成

31
年

度
平

成
32

年
度

平
成

33
年

度
平

成
34

年
度

平
成

35
年

度
平

成
36

年
度

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他
営

業
外

収
益

補
助

金
他

会
計

補
助

金
そ

の
他

補
助

金
そ

の
他

収
入

計

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

手
当

そ
の

他
経

費
動

力
費

修
繕

費
材

料
費

そ
の

他
減

価
償

却
費

営
業

外
費

用
支

払
利

息
そ

の
他

支
出

計
経

常
損

益
(C

)-
(D

)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金
流

動
負

債
う

ち
建

設
改

良
費

分
う

ち
一

時
借

入
金

う
ち

未
払

金

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
10

0
）

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

17
条

に
よ

り
算

定
し

た
事

業
の

規
模

健
全

化
法

第
22

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）/
（P

）×
10

0)

地
方

財
政

法
施

行
令

第
19

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（

L）
/（

M
）×

10
0)

健
全

化
法

施
行

令
第

16
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額
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（１） 仙塩工業用水道事業 

    ②  投賅・財政計画（賅本的収支） 

 

（単
位

：千
円

）

年
　

　
　

　
　

度
平

成
25

年
度

平
成

26
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

１
．

24
2,

00
0

50
,2

00
24

2,
60

0
30

3,
80

0
29

4,
00

0
25

5,
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0
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0,
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0
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0
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2,
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0
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0
43

9,
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0
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0

２
．

36
3

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．
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,2
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９

．
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8
(A

)
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2,
36

3
50

,2
00

26
0,

63
3
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3,

80
0

29
4,

00
0

25
5,
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0
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0,

50
0

25
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0

23
2,
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0
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0
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0
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)
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3
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0
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．
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0
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7
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7
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4
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8
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4,
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6
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2,

14
9

(F
)

55
4,

88
6
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1,

15
0

62
9,

87
7

74
7,

87
8
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4,

70
6

87
8,

43
4

96
6,

37
3

1,
05

5,
09

8
1,

14
3,

88
3

1,
24

3,
79

8
1,
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3,

35
3

1,
43

7,
00

1
△
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33

,4
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△
 4
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,8
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△
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,3
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△
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,4
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△
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,4
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△
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,0
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△
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,3
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79

△
 1
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△
 1

,1
72

,2
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△
 1

,2
19

,2
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(G
)

(H
)

○
他

会
計

繰
入

金
（単

位
：千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
平

成
25

年
度

平
成

26
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

平
成

36
年

度
平

成
31

年
度

平
成

32
年

度
平

成
33

年
度

平
成

34
年

度

損
益

勘
定

留
保

資
金

平
成

35
年

度
平

成
30

年
度

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

合
計

(A
)-

(B
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残
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う
ち

基
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外
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入
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収
益
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収

支
分
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収
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分
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繰
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平

成
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準
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入
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(E
)-

(F
)

企
業
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本
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収

入
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資
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支
出
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す
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填
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足
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成
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う
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越
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当
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の
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度
平

成
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年
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成

32
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度
平

成
33
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度
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34
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度
平

成
27

年
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成

28
年

度
平

成
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年
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平
成

30
年

度

う
ち

職
員

給
与

費
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他
会
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会

計
借

入
金
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（

都
道

府
県
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補
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改
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う
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本

費
平

準
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債
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（１） 仙塩工業用水道事業 

    ③  投賅・財政計画（説明） 

 

 

様
式

第
２

号
（
法

適
用

企
業

・
法

非
適

用
企

業
　

共
通

）

　
投

資
に

つ
い

て
の

説
明

　
■

　
収

益
的

支
出

の
「
１

．
営

業
費

用
」
の

「
（
１

）
職

員
給

与
費

」
の

「
基

本
給

」
は

，
給

料
，

「
そ

の
他

」
は

手
当

及
び

法
定

福
利

費
を

計
上

　
 　

　
「
（
１

）
職

員
給

与
費

」
は

平
成

2
7
年

度
当

初
予

算
ベ

ー
ス

と
し

て
算

定
　

■
　

収
益

的
支

出
の

「
１

．
営

業
費

用
」
の

「
（
２

）
経

費
」
の

う
ち

「
そ

の
他

」
は

，
営

業
費

用
の

ト
ー

タ
ル

か
ら

「
（
１

）
職

員
給

与
費

」
，

「
（
３

）
減

価
償

却
費

」
，

「
(２

) 
経

費
」

  
  

  
 の

「
修

繕
費

」
を

除
い

た
金

額
を

計
上

し
，

平
成

2
7
年

度
当

初
予

算
ベ

ー
ス

で
算

定
　

　
　

 な
お

，
修

繕
費

も
H

2
7
当

初
予

算
ベ

ー
ス

で
算

定
　

■
　

収
益

的
支

出
の

「
１

．
営

業
費

用
」
の

「
（
３

）
減

価
償

却
費

」
は

，
平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
の

減
価

償
却

費
を

ベ
ー

ス
に

，
平

成
2
8
年

度
以

降
に

新
た

に
発

生
す

る
減

価
　

　
　

 償
却

費
を

加
算

し
て

算
定

　
■

　
収

益
的

支
出

の
「
２

．
営

業
外

費
用

」
の

「
（
１

）
支

払
利

息
」
は

，
平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
の

償
還

を
ベ

ー
ス

に
，

平
成

2
8
年

度
以

降
に

新
た

に
起

債
す

る
企

業
債

の
利

　
　

　
 息

を
加

算
し

て
算

定
　

■
　

収
益

的
支

出
の

「
２

．
営

業
外

費
用

」
の

「
（
２

）
そ

の
他

」
は

消
費

税
で

あ
り

，
平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
ベ

ー
ス

で
算

定
　

■
　

資
本

的
支

出
の

「
１

．
建

設
改

良
費

」
は

，
耐

震
化

・
更

新
工

事
を

計
上

　
財

源
に

つ
い

て
の

説
明

　
■

　
収

益
的

収
入

の
「
１

．
営

業
収

益
」
の

「
（
１

）
料

金
収

入
」
は

，
給

水
収

益
を

計
上

　
　

  
 平

成
2
7
年

度
は

契
約

水
量

(平
成

2
7
年

度
当

初
予

算
）
に

現
料

金
単

価
(平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
）
と

年
度

の
日

数
を

乗
じ

て
算

定
　

　
　

 平
成

2
8
年

度
以

降
は

受
水

事
業

所
か

ら
の

調
査

水
量

を
ベ

ー
ス

に
，

適
正

な
料

金
単

価
と

各
年

度
の

日
数

を
乗

じ
て

算
定

　
■

　
収

益
的

収
入

の
「
２

．
営

業
外

収
益

」
の

「
（
３

）
そ

の
他

」
は

，
長

期
前

受
金

戻
入

　
■

　
資

本
的

収
入

の
「
１

．
企

業
債

」
は

，
平

成
2
8
年

度
以

降
に

新
水

道
ビ

ジ
ョ
ン

で
予

定
し

て
い

る
耐

震
化

・
更

新
工

事
の

費
用

の
一

部
に

充
当

す
る

額
を

計
上

　
　

　
 （

企
業

債
の

充
当

率
：
本

年
度

は
1
0
0
％

，
平

成
2
8
年

度
以

降
8
0
％

）
　

■
　

当
該

年
度

の
繰

越
利

益
剰

余
金

又
は

累
積

欠
損

金
（
I）

は
，

前
年

度
の

（
I）

＋
当

該
年

度
の

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
（
E
）
＋

（
H

）

投
資

・財
政

計
画

（説
明

）
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（１）仙塩工業用水道事業 

    ④  投賅・財政計画（項目別グラフ） 
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（１）仙塩工業用水道事業 

    ⑤  賅金計画 

 

（単
位

：千
円

，
％

）（
税

抜
）

平
成

25
年

度
平

成
26

年
度

平
成

27
年

度
平

成
28

年
度

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

平
成

31
年

度
平

成
32

年
度

平
成

33
年

度
平

成
34

年
度

平
成

35
年

度
平

成
36

年
度

備
  

  
  

 考

受
入

資
金

1,
28

1,
62

0
1,

36
1,

07
5

1,
63

7,
62

1
1,

73
2,

95
7

1,
79

6,
31

6
1,

82
4,

67
1

1,
92

0,
28

0
2,

00
0,

85
5

2,
07

0,
34

4
2,

18
2,

44
5

2,
50

2,
00

7
2,

59
7,

58
0

１
　

事
業

収
益

50
4,

08
7

73
1,

65
2

70
4,

27
4

69
1,

65
6

68
9,

60
3

68
1,

86
5

68
3,

32
0

67
8,

85
1

67
6,

64
2

67
6,

21
8

66
5,

26
1

66
0,

96
6

２
　

前
年

度
未

収
金

2,
99

3
1,

20
8

42
,1

08
60

,9
71

58
,6

90
57

,6
38

57
,4

67
56

,8
22

56
,9

43
56

,5
71

56
,3

87
56

,3
51

３
　

企
業

債
24

2,
00

0
50

,2
00

24
2,

60
0

30
3,

80
0

29
4,

00
0

25
5,

80
0

26
0,

50
0

25
3,

60
0

23
2,

00
0

24
4,

10
0

43
9,

20
0

45
7,

60
0

４
　

国
庫

補
助

金
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

５
　

出
資

金
36

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

６
　

他
会

計
長

期
借

入
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

７
　

前
年

度
繰

越
金

28
0,

99
4

32
1,

70
3

41
0,

11
1

43
1,

62
5

50
2,

74
5

57
5,

72
1

66
5,

38
9

75
9,

35
5

85
1,

60
5

95
4,

94
8

1,
08

6,
93

4
1,

16
0,

51
4

８
　

そ
の

他
の

受
入

資
金

25
1,

18
3

25
6,

31
2

23
8,

52
8

24
4,

90
5

25
1,

27
9

25
3,

64
7

25
3,

60
5

25
2,

22
7

25
3,

15
4

25
0,

60
8

25
4,

22
6

26
2,

14
9

支
払

資
金

95
9,

91
7

95
0,

96
4

1,
20

5,
99

6
1,

23
0,

21
2

1,
22

0,
59

5
1,

15
9,

28
2

1,
16

0,
92

5
1,

14
9,

25
0

1,
11

5,
39

6
1,

09
5,

51
1

1,
34

1,
49

3
1,

39
0,

03
6

１
　

事
業

費
用

25
6,

18
1

20
6,

61
7

25
7,

10
5

30
9,

13
9

20
8,

38
2

22
1,

81
6

22
0,

21
4

22
2,

87
8

22
5,

79
0

22
8,

56
2

23
1,

30
5

23
4,

53
0

２
　

前
年

度
未

払
金

56
,4

40
51

,4
70

74
,5

60
53

,1
09

93
,1

94
11

4,
53

3
11

2,
09

3
10

2,
53

3
10

3,
71

3
10

1,
97

3
96

,5
73

99
,6

13

３
　

建
設

改
良

費
19

7,
02

6
41

,6
78

21
8,

73
4

30
3,

84
0

29
4,

08
0

25
5,

84
0

26
0,

56
0

25
3,

60
0

23
2,

00
0

24
4,

16
0

43
9,

20
0

45
7,

60
0

４
　

企
業

債
償

還
金

21
9,

76
0

12
9,

85
6

12
5,

66
0

10
8,

79
5

10
5,

75
6

10
2,

79
0

95
,2

38
93

,1
85

88
,0

76
84

,0
33

91
,3

08
10

3,
32

6

５
　

国
庫

補
助

金
返

還
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

６
　

他
会

計
長

期
借

入
金

償
還

金
47

,0
38

47
,5

55
48

,0
77

48
,6

07
37

,8
98

34
,5

24
34

,8
49

35
,1

77
31

,1
28

0
0

0

７
　

貯
蔵

品
11

,7
31

11
,7

31
11

,7
31

11
,7

31
11

,7
31

11
,7

31
11

,7
31

11
,7

31
11

,7
31

11
,7

31
11

,7
31

11
,7

31

８
　

そ
の

他
の

支
払

資
金

17
1,

74
1

46
2,

05
7

47
0,

12
9

39
4,

99
1

46
9,

55
5

41
8,

04
8

42
6,

24
1

43
0,

14
6

42
2,

95
9

42
5,

05
2

47
1,

37
7

48
3,

23
7

差
  

引
32

1,
70

3
41

0,
11

1
43

1,
62

5
50

2,
74

5
57

5,
72

1
66

5,
38

9
75

9,
35

5
85

1,
60

5
95

4,
94

8
1,

08
6,

93
4

1,
16

0,
51

4
1,

20
7,

54
4

区
  

  
  

分
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（２）仙台圏工業用水道事業 

       ①  投賅・財政計画（収益的収支） 

 

（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

平
成

2
5
年

度
平

成
2
6
年

度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

決
算

見
込

１
．

(A
)

2
9
8
,9

5
8

3
3
2
,1

8
6

5
1
0
,6

6
2

4
2
4
,4

2
2

4
2
4
,2

9
1

4
2
4
,8

1
6

4
2
5
,9

8
0

4
2
4
,8

1
6

4
2
4
,8

1
6

4
2
4
,8

1
6

4
2
5
,9

8
0

4
2
4
,8

1
6

(1
)

2
9
4
,5

7
5

2
9
2
,7

7
8

2
9
2
,6

4
9

4
2
4
,4

2
2

4
2
4
,2

9
1

4
2
4
,8

1
6

4
2
5
,9

8
0

4
2
4
,8

1
6

4
2
4
,8

1
6

4
2
4
,8

1
6

4
2
5
,9

8
0

4
2
4
,8

1
6

(2
)

(B
)

1
3
,0

1
2

1
3
9
,3

3
5

(3
)

4
,3

8
3

2
6
,3

9
6

7
8
,6

7
8

２
．

2
,5

2
0

9
3
,7

2
9

1
0
3
,2

0
9

7
9
,5

0
9

7
8
,5

2
4

7
0
,4

1
6

4
3
,9

8
8

3
7
,8

1
1

3
3
,3

7
0

3
3
,2

5
5

3
3
,2

5
1

3
3
,1

8
7

(1
)

(2
)

2
,5

2
0

9
3
,7

2
9

1
0
3
,2

0
9

7
9
,5

0
9

7
8
,5

2
4

7
0
,4

1
6

4
3
,9

8
8

3
7
,8

1
1

3
3
,3

7
0

3
3
,2

5
5

3
3
,2

5
1

3
3
,1

8
7

(C
)

3
0
1
,4

7
8

4
2
5
,9

1
5

6
1
3
,8

7
1

5
0
3
,9

3
1

5
0
2
,8

1
5

4
9
5
,2

3
2

4
6
9
,9

6
8

4
6
2
,6

2
7

4
5
8
,1

8
6

4
5
8
,0

7
1

4
5
9
,2

3
1

4
5
8
,0

0
3

１
．

3
7
0
,6

8
9

5
4
3
,9

8
3

6
3
1
,0

9
5

4
8
9
,9

4
1

4
9
1
,2

8
6

4
7
6
,2

0
5

4
0
3
,8

3
4

3
9
1
,8

6
1

3
8
1
,4

7
7

3
8
3
,3

1
9

3
9
9
,2

5
1

4
0
2
,5

5
9

(1
)

4
9
,7

0
8

5
9
,7

8
0

6
2
,7

3
0

5
7
,5

4
9

5
7
,5

8
1

5
7
,6

1
4

5
7
,6

4
7

5
7
,6

8
0

5
7
,7

1
3

5
7
,7

4
6

5
7
,7

7
9

5
7
,8

1
2

2
6
,8

3
6

3
1
,5

1
7

3
2
,2

7
1

2
9
,5

8
0

2
9
,5

9
7

2
9
,6

1
4

2
9
,6

3
1

2
9
,6

4
8

2
9
,6

6
4

2
9
,6

8
1

2
9
,6

9
8

2
9
,7

1
5

2
2
,8

7
2

2
8
,2

6
3

3
0
,4

5
9

2
7
,9

6
9

2
7
,9

8
4

2
8
,0

0
0

2
8
,0

1
6

2
8
,0

3
2

2
8
,0

4
9

2
8
,0

6
5

2
8
,0

8
1

2
8
,0

9
7

(2
)

1
6
5
,7

5
3

2
3
8
,3

4
4

3
4
5
,0

9
9

2
2
4
,7

0
4

2
2
3
,9

9
2

2
2
3
,1

2
8

2
1
6
,6

1
9

2
1
6
,5

9
1

2
1
6
,5

6
3

2
1
6
,5

3
6

2
1
6
,5

0
9

2
1
6
,4

8
3

3
5
,0

7
9

5
0
,8

2
7

5
3
,7

6
0

6
2
,0

3
7

6
2
,0

3
7

6
2
,0

3
7

5
5
,5

5
6

5
5
,5

5
6

5
5
,5

5
6

5
5
,5

5
6

5
5
,5

5
6

5
5
,5

5
6

1
3
0
,6

7
4

1
8
7
,5

1
7

2
9
1
,3

3
9

1
6
2
,6

6
7

1
6
1
,9

5
5

1
6
1
,0

9
1

1
6
1
,0

6
3

1
6
1
,0

3
5

1
6
1
,0

0
7

1
6
0
,9

8
1

1
6
0
,9

5
4

1
6
0
,9

2
8

(3
)

1
5
5
,2

2
8

2
4
5
,8

5
9

2
2
3
,2

6
6

2
0
7
,6

8
8

2
0
9
,7

1
3

1
9
5
,4

6
3

1
2
9
,5

6
8

1
1
7
,5

9
0

1
0
7
,2

0
1

1
0
9
,0

3
7

1
2
4
,9

6
3

1
2
8
,2

6
4

２
．

1
,4

3
4

5
6
1

5
6
0

5
5
9

3
,0

4
8

5
,0

9
9

7
,4

9
6

9
,5

9
0

1
0
,9

8
9

1
2
,3

3
1

1
6
,4

0
0

1
8
,6

8
0

(1
)

5
7

6
1

6
0

5
9

2
,5

4
8

4
,5

9
9

6
,9

9
6

9
,0

9
0

1
0
,4

8
9

1
1
,8

3
1

1
5
,9

0
0

1
8
,1

8
0

(2
)

1
,3

7
7

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

(D
)

3
7
2
,1

2
3

5
4
4
,5

4
4

6
3
1
,6

5
5

4
9
0
,5

0
0

4
9
4
,3

3
4

4
8
1
,3

0
4

4
1
1
,3

3
0

4
0
1
,4

5
1

3
9
2
,4

6
6

3
9
5
,6

5
0

4
1
5
,6

5
1

4
2
1
,2

3
9

(E
)

△
 7

0
,6

4
4

△
 1

1
8
,6

2
8

△
 1

7
,7

8
4

1
3
,4

3
2

8
,4

8
1

1
3
,9

2
8

5
8
,6

3
8

6
1
,1

7
6

6
5
,7

2
0

6
2
,4

2
1

4
3
,5

7
9

3
6
,7

6
3

(F
)

(G
)

1
8
,3

5
4

8
6
,8

1
0

(H
)

△
 1

8
,3

5
4

△
 8

6
,8

1
0

△
 7

0
,6

4
4

△
 1

3
6
,9

8
2

△
 1

0
4
,5

9
4

1
3
,4

3
2

8
,4

8
1

1
3
,9

2
8

5
8
,6

3
8

6
1
,1

7
6

6
5
,7

2
0

6
2
,4

2
1

4
3
,5

7
9

3
6
,7

6
3

(I
)

4
6
7
,7

7
1

3
3
0
,7

8
9

2
2
6
,1

9
5

2
3
9
,6

2
6

2
4
8
,1

0
7

2
6
2
,0

3
5

3
2
0
,6

7
3

3
8
1
,8

4
9

4
4
7
,5

6
9

5
0
9
,9

9
0

5
5
3
,5

6
9

5
9
0
,3

3
2

(J
)

(K
)

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

2
9
8
,9

5
8

3
1
9
,1

7
4

3
7
1
,3

2
7

4
2
4
,4

2
2

4
2
4
,2

9
1

4
2
4
,8

1
6

4
2
5
,9

8
0

4
2
4
,8

1
6

4
2
4
,8

1
6

4
2
4
,8

1
6

4
2
5
,9

8
0

4
2
4
,8

1
6

(N
)

(O
)

(P
)

平
成

2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度
平

成
3
2
年

度
平

成
3
3
年

度
平

成
3
4
年

度
平

成
3
5
年

度
平

成
3
6
年

度

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他
営

業
外

収
益

補
助

金
他

会
計

補
助

金
そ

の
他

補
助

金
そ

の
他

収
入

計

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

手
当

そ
の

他
経

費
動

力
費

修
繕

費
材

料
費

そ
の

他
減

価
償

却
費

営
業

外
費

用
支

払
利

息
そ

の
他

支
出

計
経

常
損

益
(C

)-
(D

)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金
流

動
負

債
う

ち
建

設
改

良
費

分
う

ち
一

時
借

入
金

う
ち

未
払

金

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P
）
×

1
0
0
)

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
9

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（

L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額
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（２）仙台圏工業用水道事業 

       ②  投賅・財政計画（賅本的収支） 

 

（単
位

：千
円

）
年

　
　

　
　

　
度

平
成

25
年

度
平

成
26

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

１
．

10
8,

90
0

92
,3

00
10

9,
80

0
99

,3
00

71
,4

00
70

,8
00

19
2,

10
0

11
8,

70
0

38
,5

00

２
．

36
3

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

8,
05

9
21

2,
71

0

９
．

(A
)

36
3

8,
05

9
21

2,
71

0
10

8,
90

0
92

,3
00

10
9,

80
0

99
,3

00
71

,4
00

70
,8

00
19

2,
10

0
11

8,
70

0
38

,5
00

(B
)

(C
)

36
3

8,
05

9
21

2,
71

0
10

8,
90

0
92

,3
00

10
9,

80
0

99
,3

00
71

,4
00

70
,8

00
19

2,
10

0
11

8,
70

0
38

,5
00

１
．

15
,8

21
48

,5
12

31
0,

38
4

21
7,

86
7

18
4,

66
7

21
9,

66
7

19
8,

66
7

14
2,

96
7

14
1,

66
5

38
4,

30
0

23
7,

40
0

77
,0

00

２
．

6,
35

0
4,

79
8

4,
79

9
4,

79
9

7,
35

5
5,

05
1

7,
74

1
10

,2
47

12
,1

55
13

,9
91

18
,8

21
22

,0
39

３
．

54
,4

24
54

,4
24

54
,4

24
54

,4
24

54
,4

24
54

,4
24

54
,4

24
54

,4
24

54
,4

24

４
．

５
．

(D
)

22
,1

71
53

,3
10

31
5,

18
3

27
7,

09
0

24
6,

44
6

27
9,

14
2

26
0,

83
2

20
7,

63
8

20
8,

24
4

45
2,

71
5

31
0,

64
5

15
3,

46
3

(E
)

21
,8

08
45

,2
51

10
2,

47
3

16
8,

19
0

15
4,

14
6

16
9,

34
2

16
1,

53
2

13
6,

23
8

13
7,

44
4

26
0,

61
5

19
1,

94
5

11
4,

96
3

１
．

78
5,

83
6

86
0,

02
1

84
6,

61
1

78
7,

78
5

75
8,

16
6

74
0,

70
1

70
7,

44
1

68
7,

81
3

69
0,

16
0

68
9,

89
9

56
5,

12
1

50
6,

16
2

２
．

△
 7

0,
64

4
△

 1
36

,9
82

△
 1

04
,5

94
13

,4
32

8,
48

1
13

,9
28

58
,6

38
61

,1
76

65
,7

20
62

,4
21

43
,5

79
36

,7
63

３
．

４
．

16
6,

63
7

16
8,

82
3

14
8,

24
1

12
5,

13
9

12
8,

20
0

12
2,

15
4

83
,2

66
77

,4
09

71
,4

63
73

,4
16

89
,4

07
92

,7
16

(F
)

88
1,

82
9

89
1,

86
2

89
0,

25
8

92
6,

35
6

89
4,

84
7

87
6,

78
3

84
9,

34
5

82
6,

39
8

82
7,

34
3

82
5,

73
6

69
8,

10
7

63
5,

64
1

△
 8

60
,0

21
△

 8
46

,6
11

△
 7

87
,7

85
△

 7
58

,1
66

△
 7

40
,7

01
△

 7
07

,4
41

△
 6

87
,8

13
△

 6
90

,1
60

△
 6

89
,8

99
△

 5
65

,1
21

△
 5

06
,1

62
△

 5
20

,6
78

(G
)

(H
)

○
他

会
計

繰
入

金
（単

位
：千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
平

成
25

年
度

平
成

26
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込
平

成
36

年
度

平
成

31
年

度
平

成
32

年
度

平
成

33
年

度
平

成
34

年
度

損
益

勘
定

留
保

資
金

平
成

35
年

度
平

成
30

年
度

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

合
計

(A
)-

(B
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

う
ち

基
準

外
繰

入
金

収
益

的
収

支
分

資
本

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

平
成

27
年

度
平

成
28

年
度

う
ち

基
準

内
繰

入
金

平
成

29
年

度

資 本 的 収 入 資 本 的 支 出

補 て ん 財 源

資 本 的 収 支

(E
)-

(F
)

企
業

債
償

還
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
(C

)

計

補
填

財
源

不
足

額

平
成

36
年

度

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

計計

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

そ
の

他

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

平
成

31
年

度
平

成
35

年
度

平
成

32
年

度
平

成
33

年
度

平
成

34
年

度
平

成
27

年
度

平
成

28
年

度
平

成
29

年
度

平
成

30
年

度

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

純
計

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

建
設

改
良

費

う
ち

資
本

費
平

準
化

債
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（２）仙台圏工業用水道事業 

       ③  投賅・財政計画（説明） 

 様
式

第
２

号
（
法

適
用

企
業

・
法

非
適

用
企

業
　

共
通

）

　
投

資
に

つ
い

て
の

説
明

　
■

　
収

益
的

支
出

の
「
１

．
営

業
費

用
」
の

「
（
１

）
職

員
給

与
費

」
の

「
基

本
給

」
は

，
給

料
，

「
そ

の
他

」
は

，
手

当
及

び
法

定
福

利
費

を
計

上
　

 　
　

「
（
１

）
職

員
給

与
費

」
は

平
成

2
7
年

度
当

初
予

算
ベ

ー
ス

と
し

て
算

定
　

■
　

収
益

的
支

出
の

「
１

．
営

業
費

用
」
の

「
（
２

）
経

費
」
の

う
ち

「
そ

の
他

」
は

，
営

業
費

用
の

ト
ー

タ
ル

か
ら

「
（
１

）
職

員
給

与
費

」
，

「
（
３

）
減

価
償

却
費

」
，

  
  

  
 「

(２
)経

費
」
の

「
修

繕
費

」
を

除
い

た
金

額
を

計
上

し
，

平
成

2
7
年

度
当

初
予

算
ベ

ー
ス

で
算

定
　

　
　

 な
お

，
修

繕
費

も
平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
ベ

ー
ス

で
算

定
　

■
　

収
益

的
支

出
の

「
１

．
営

業
費

用
」
の

「
（
３

）
減

価
償

却
費

」
は

，
平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
の

減
価

償
却

費
を

ベ
ー

ス
に

，
平

成
2
8
年

度
以

降
に

新
た

に
発

生
す

る
減

価
　

　
　

 償
却

費
を

加
算

し
て

算
定

　
■

　
収

益
的

支
出

の
「
２

．
営

業
外

費
用

」
の

「
（
１

）
支

払
利

息
」
は

，
平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
の

償
還

を
ベ

ー
ス

に
，

平
成

2
8
年

度
以

降
に

新
た

に
起

債
す

る
企

業
債

の
利

　
　

　
 息

を
加

算
し

て
算

定
　

■
　

収
益

的
支

出
の

「
２

．
営

業
外

費
用

」
の

「
（
２

）
そ

の
他

」
は

消
費

税
で

あ
り

，
平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
ベ

ー
ス

で
算

定
　

■
　

資
本

的
支

出
の

「
１

．
建

設
改

良
費

」
は

，
耐

震
化

・
更

新
工

事
を

計
上

　
財

源
に

つ
い

て
の

説
明

　
■

　
収

益
的

収
入

の
「
１

．
営

業
収

益
」
の

「
（
１

）
料

金
収

入
」
は

，
給

水
収

益
　

　
  

 平
成

2
7
年

度
は

契
約

水
量

(平
成

2
7
年

度
当

初
予

算
）
に

現
料

金
単

価
(平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
）
と

年
度

の
日

数
を

乗
じ

て
算

定
　

　
　

 平
成

2
8
年

度
以

降
は

受
水

事
業

所
か

ら
の

調
査

水
量

を
ベ

ー
ス

に
，

適
正

な
料

金
単

価
と

各
年

度
の

日
数

を
乗

じ
て

算
定

　
■

　
収

益
的

収
入

の
「
２

．
営

業
外

収
益

」
の

「
（
３

）
そ

の
他

」
は

，
長

期
前

受
金

戻
入

　
■

　
資

本
的

収
入

の
「
１

．
企

業
債

」
は

，
平

成
2
8
年

度
以

降
に

新
水

道
ビ

ジ
ョ
ン

で
予

定
し

て
い

る
耐

震
化

・
更

新
工

事
の

費
用

の
一

部
に

充
当

す
る

額
を

計
上

　
　

　
 （

企
業

債
の

充
当

率
：
5
0
％

）
　

■
　

当
該

年
度

の
繰

越
利

益
剰

余
金

又
は

累
積

欠
損

金
（
I）

は
，

前
年

度
の

（
I）

＋
当

該
年

度
の

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
（
E
）
＋

（
H

）

投
資

・財
政

計
画

（説
明

）
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（２）仙台圏工業用水道事業 

       ④  投賅・財政計画（項目別グラフ） 

 

グラフ① 　収益的収支及び純損益の推移
（単位：百万）

グラフ② 　収益的支出の構成の推移
（単位：百万）

グラフ③ 　資本的収支及び内部留保資金の推移
（単位：百万）

グラフ④ 　資本的支出の構成の推移
（単位：百万）

投資・財政計画（グラフ）（仙台圏）
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400
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700
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900
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資本的収入

資本的支出

内留資金残高

0

100
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400
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H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

建設改良費

企業債償還金

その他償還金



33 

 

（２）仙台圏工業用水道事業 

       ⑤  賅金計画 

 

（単
位

：千
円

，
％

）（
税

抜
）

平
成

25
年

度
平

成
26

年
度

平
成

27
年

度
平

成
28

年
度

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

平
成

31
年

度
平

成
32

年
度

平
成

33
年

度
平

成
34

年
度

平
成

35
年

度
平

成
36

年
度

備
  

  
  

 考

受
入

資
金

1
,2

5
2
,2

5
2

1
,4

6
6
,2

6
5

1
,6

3
3
,2

8
1

1
,5

6
0
,6

8
3

1
,5

4
4
,8

0
5

1
,5

3
4
,7

7
8

1
,4

3
9
,5

1
7

1
,3

9
0
,9

3
8

1
,3

9
2
,9

3
7

1
,5

2
7
,9

4
7

1
,3

5
9
,2

9
3

1
,2

3
4
,9

8
4

１
　

事
業

収
益

28
9,

40
7

42
5,

91
5

61
3,

87
1

50
3,

93
1

50
2,

81
5

49
5,

23
2

46
9,

96
8

46
2,

62
7

45
8,

18
6

45
8,

07
1

45
9,

23
1

45
8,

00
3

２
　

前
年

度
未

収
金

10
,0

08
12

,0
71

25
,1

23
35

,4
93

51
,1

56
41

,9
94

41
,9

01
41

,2
69

39
,1

64
38

,5
52

38
,1

82
38

,1
73

３
　

企
業

債
0

0
0

10
8,

90
0

92
,3

00
10

9,
80

0
99

,3
00

71
,4

00
70

,8
00

19
2,

10
0

11
8,

70
0

38
,5

00

４
　

国
庫

補
助

金
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

５
　

出
資

金
36

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

６
　

他
会

計
長

期
借

入
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

７
　

前
年

度
繰

越
金

78
5,

83
6

85
9,

45
6

84
6,

04
6

78
7,

22
0

77
0,

33
4

76
5,

59
8

74
5,

08
2

73
8,

23
3

75
3,

32
4

76
5,

80
7

65
3,

77
3

60
7,

59
3

８
　

そ
の

他
の

受
入

資
金

16
6,

63
7

16
8,

82
3

14
8,

24
1

12
5,

13
9

12
8,

20
0

12
2,

15
4

83
,2

66
77

,4
09

71
,4

63
73

,4
16

89
,4

07
92

,7
16

支
払

資
金

3
9
2
,7

9
6

6
2
0
,2

1
9

8
4
6
,0

6
1

7
9
0
,3

4
9

7
7
9
,2

0
7

7
8
9
,6

9
6

7
0
1
,2

8
4

6
3
7
,6

1
4

6
2
7
,1

3
0

8
7
4
,1

7
4

7
5
1
,7

0
0

6
0
0
,1

3
1

１
　

事
業

費
用

21
6,

89
5

31
7,

03
9

49
3,

99
8

28
2,

81
2

28
4,

62
1

28
5,

84
1

28
1,

76
2

28
3,

86
1

28
5,

26
5

28
6,

61
3

29
0,

68
8

29
2,

97
5

２
　

前
年

度
未

払
金

47
,4

98
47

,5
30

36
,3

15
57

,3
71

13
1,

09
7

88
,5

14
81

,7
31

88
,5

59
83

,0
57

71
,9

11
71

,6
46

12
0,

16
7

３
　

建
設

改
良

費
15

,8
21

48
,5

12
31

0,
38

4
21

7,
86

7
18

4,
66

7
21

9,
66

7
19

8,
66

7
14

2,
96

7
14

1,
66

5
38

4,
30

0
23

7,
40

0
77

,0
00

４
　

企
業

債
償

還
金

6,
35

0
4,

79
8

4,
79

9
4,

79
9

7,
35

5
5,

05
1

7,
74

1
10

,2
47

12
,1

55
13

,9
91

18
,8

21
22

,0
39

５
　

国
庫

補
助

金
返

還
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

６
　

他
会

計
長

期
借

入
金

償
還

金
0

0
0

54
,4

24
54

,4
24

54
,4

24
54

,4
24

54
,4

24
54

,4
24

54
,4

24
54

,4
24

54
,4

24

７
　

貯
蔵

品
56

5
56

5
56

5
56

5
56

5
56

5
56

5
56

5
56

5
56

5
56

5
56

5

８
　

そ
の

他
の

支
払

資
金

10
5,

66
7

20
1,

77
6

0
17

2,
51

2
11

6,
47

8
13

5,
63

5
76

,3
95

56
,9

92
49

,9
99

62
,3

69
78

,1
56

32
,9

61

差
  

引
8
5
9
,4

5
6

8
4
6
,0

4
6

7
8
7
,2

2
0

7
7
0
,3

3
4

7
6
5
,5

9
8

7
4
5
,0

8
2

7
3
8
,2

3
3

7
5
3
,3

2
4

7
6
5
,8

0
7

6
5
3
,7

7
3

6
0
7
,5

9
3

6
3
4
,8

5
3

区
  

  
  

分
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（３）仙台北部工業用水道事業 

       ①  投賅・財政計画（収益的収支） 

 

（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

平
成

2
5
年

度
平

成
2
6
年

度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

決
算

見
込

１
．

(A
)

3
8
2
,9

8
7

4
1
6
,1

0
9

4
5
1
,6

1
0

4
5
3
,2

3
5

4
2
7
,6

8
5

4
2
7
,6

8
5

4
2
8
,8

5
6

4
2
7
,6

8
5

4
2
7
,6

8
5

4
2
7
,6

8
5

4
2
8
,8

5
6

4
2
7
,6

8
5

(1
)

3
8
2
,9

8
7

4
1
6
,1

0
9

4
5
1
,6

1
0

4
5
3
,2

3
5

4
2
7
,6

8
5

4
2
7
,6

8
5

4
2
8
,8

5
6

4
2
7
,6

8
5

4
2
7
,6

8
5

4
2
7
,6

8
5

4
2
8
,8

5
6

4
2
7
,6

8
5

(2
)

(B
)

(3
)

２
．

2
,6

8
0

7
3
,2

2
0

7
1
,8

6
3

6
7
,0

6
5

6
7
,0

6
5

6
4
,9

1
6

6
4
,6

4
1

6
4
,6

4
1

6
4
,2

6
8

6
4
,1

6
1

6
4
,1

1
3

6
4
,1

0
1

(1
)

(2
)

2
,6

8
0

7
3
,2

2
0

7
1
,8

6
3

6
7
,0

6
5

6
7
,0

6
5

6
4
,9

1
6

6
4
,6

4
1

6
4
,6

4
1

6
4
,2

6
8

6
4
,1

6
1

6
4
,1

1
3

6
4
,1

0
1

(C
)

3
8
5
,6

6
7

4
8
9
,3

2
9

5
2
3
,4

7
3

5
2
0
,3

0
0

4
9
4
,7

5
0

4
9
2
,6

0
1

4
9
3
,4

9
7

4
9
2
,3

2
6

4
9
1
,9

5
3

4
9
1
,8

4
6

4
9
2
,9

6
9

4
9
1
,7

8
6

１
．

3
3
0
,5

3
7

4
1
3
,5

8
2

4
3
7
,1

9
6

4
1
9
,6

9
8

3
9
4
,6

2
8

3
9
2
,5

4
0

3
9
8
,3

4
8

4
0
5
,9

2
5

4
1
4
,2

2
4

4
2
1
,8

5
3

4
2
8
,0

0
7

4
3
5
,6

4
9

(1
)

1
4
,9

5
3

1
6
,5

8
8

1
6
,5

8
5

1
6
,5

8
5

8
,1

1
1

8
,1

1
1

8
,1

1
1

8
,1

1
1

8
,1

1
1

8
,1

1
1

8
,1

1
1

8
,1

1
1

7
,7

1
6

8
,2

6
6

8
,2

7
9

8
,2

7
9

4
,1

3
7

4
,1

3
7

4
,1

3
7

4
,1

3
7

4
,1

3
7

4
,1

3
7

4
,1

3
7

4
,1

3
7

7
,2

3
7

8
,3

2
2

8
,3

0
6

8
,3

0
6

3
,9

7
4

3
,9

7
4

3
,9

7
4

3
,9

7
4

3
,9

7
4

3
,9

7
4

3
,9

7
4

3
,9

7
4

(2
)

7
7
,9

4
1

1
0
4
,6

4
7

1
2
7
,8

6
6

1
1
4
,6

0
9

9
6
,5

6
9

9
6
,5

6
9

9
6
,4

9
8

9
6
,5

6
9

9
6
,5

6
9

9
6
,5

6
9

9
6
,4

9
8

9
6
,5

6
9

2
2
,7

2
9

3
6
,2

4
5

3
8
,8

4
7

3
8
,8

8
9

2
7
,4

8
9

2
7
,4

8
9

2
7
,4

8
9

2
7
,4

8
9

2
7
,4

8
9

2
7
,4

8
9

2
7
,4

8
9

2
7
,4

8
9

5
5
,2

1
2

6
8
,4

0
2

8
9
,0

1
9

7
5
,7

2
0

6
9
,0

8
0

6
9
,0

8
0

6
9
,0

0
9

6
9
,0

8
0

6
9
,0

8
0

6
9
,0

8
0

6
9
,0

0
9

6
9
,0

8
0

(3
)

2
3
7
,6

4
3

2
9
2
,3

4
7

2
9
2
,7

4
5

2
8
8
,5

0
4

2
8
9
,9

4
8

2
8
7
,8

6
0

2
9
3
,7

3
9

3
0
1
,2

4
5

3
0
9
,5

4
4

3
1
7
,1

7
3

3
2
3
,3

9
8

3
3
0
,9

6
9

２
．

1
0
,9

2
4

6
,4

6
1

4
,6

2
9

3
,0

0
8

1
,9

0
8

1
,2

8
7

7
8
6

5
7
0

4
1
8

3
2
5

3
0
0

3
0
0

(1
)

9
,4

5
1

6
,1

6
1

4
,3

2
9

2
,7

0
8

1
,6

0
8

9
8
7

4
8
6

2
7
0

1
1
8

2
5

(2
)

1
,4

7
3

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

(D
)

3
4
1
,4

6
1

4
2
0
,0

4
3

4
4
1
,8

2
5

4
2
2
,7

0
6

3
9
6
,5

3
6

3
9
3
,8

2
7

3
9
9
,1

3
4

4
0
6
,4

9
5

4
1
4
,6

4
2

4
2
2
,1

7
8

4
2
8
,3

0
7

4
3
5
,9

4
9

(E
)

4
4
,2

0
6

6
9
,2

8
6

8
1
,6

4
8

9
7
,5

9
4

9
8
,2

1
5

9
8
,7

7
5

9
4
,3

6
3

8
5
,8

3
2

7
7
,3

1
2

6
9
,6

6
9

6
4
,6

6
2

5
5
,8

3
8

(F
)

(G
)

3
,1

5
9

4
,6

4
5

4
,2

6
9

(H
)

△
 3

,1
5
9

△
 4

,6
4
5

△
 4

,2
6
9

4
1
,0

4
7

6
4
,6

4
1

7
7
,3

7
9

9
7
,5

9
4

9
8
,2

1
5

9
8
,7

7
5

9
4
,3

6
3

8
5
,8

3
2

7
7
,3

1
2

6
9
,6

6
9

6
4
,6

6
2

5
5
,8

3
8

(I
)

△
 9

7
9
,0

4
5

△
 9

1
4
,4

0
4

△
 8

3
7
,0

2
5

△
 7

3
9
,4

3
1

△
 6

4
1
,2

1
6

△
 5

4
2
,4

4
1

△
 4

4
8
,0

7
8

△
 3

6
2
,2

4
6

△
 2

8
4
,9

3
5

△
 2

1
5
,2

6
6

△
 1

5
0
,6

0
4

△
 9

4
,7

6
6

(J
)

(K
)

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

3
8
2
,9

8
7

4
1
6
,1

0
9

4
5
1
,6

1
0

4
5
3
,2

3
5

4
2
7
,6

8
5

4
2
7
,6

8
5

4
2
8
,8

5
6

4
2
7
,6

8
5

4
2
7
,6

8
5

4
2
7
,6

8
5

4
2
8
,8

5
6

4
2
7
,6

8
5

(N
)

(O
)

(P
)

平
成

2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度
平

成
3
2
年

度
平

成
3
3
年

度
平

成
3
4
年

度
平

成
3
5
年

度
平

成
3
6
年

度

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他
営

業
外

収
益

補
助

金
他

会
計

補
助

金
そ

の
他

補
助

金
そ

の
他

収
入

計

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

手
当

そ
の

他
経

費
動

力
費

修
繕

費
材

料
費

そ
の

他
減

価
償

却
費

営
業

外
費

用
支

払
利

息
そ

の
他

支
出

計
経

常
損

益
(C

)-
(D

)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金
流

動
負

債
う

ち
建

設
改

良
費

分
う

ち
一

時
借

入
金

う
ち

未
払

金

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P
）
×

1
0
0
)

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
9

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（

L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額
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（３）仙台北部工業用水道事業 

        ②  投賅・財政計画（賅本的収支） 

 

（単
位

：千
円

）
年

　
　

　
　

　
度

平
成

25
年

度
平

成
26

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

１
．

２
．

36
3

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

９
．

(A
)

36
3

(B
)

(C
)

36
3

１
．

12
,1

18
55

,5
30

36
,0

12
64

,3
00

15
2,

20
0

25
7,

00
0

29
7,

80
0

42
6,

80
0

41
8,

00
0

42
0,

00
0

48
0,

00
0

15
4,

30
0

２
．

15
7,

39
7

86
,0

16
52

,6
24

20
,5

02
5,

18
3

65
0

３
．

64
,5

33
65

,1
08

65
,6

89
66

,2
74

66
,8

66
64

,2
63

33
,4

78
24

,0
17

17
,4

09
1,

98
5

４
．

５
．

(D
)

23
4,

04
8

20
6,

65
4

15
4,

32
5

15
1,

07
6

22
4,

24
9

32
1,

91
3

33
1,

27
8

45
0,

81
7

43
5,

40
9

42
1,

98
5

48
0,

00
0

15
4,

30
0

(E
)

23
3,

68
5

20
6,

65
4

15
4,

32
5

15
1,

07
6

22
4,

24
9

32
1,

91
3

33
1,

27
8

45
0,

81
7

43
5,

40
9

42
1,

98
5

48
0,

00
0

15
4,

30
0

１
．

46
,5

14
11

9,
61

0
20

1,
56

6
35

1,
03

1
52

3,
57

5
62

4,
04

6
62

7,
47

4
62

3,
37

9
49

8,
62

0
38

9,
42

1
29

3,
73

9
14

1,
40

8

２
．

41
,0

47
64

,6
41

77
,3

79
97

,5
94

98
,2

15
98

,7
75

94
,3

63
85

,8
32

77
,3

12
69

,6
69

64
,6

62
55

,8
38

３
．

４
．

26
5,

73
4

22
3,

96
9

22
6,

41
1

22
6,

02
6

22
6,

50
5

22
6,

56
6

23
2,

82
0

24
0,

22
6

24
8,

89
8

25
6,

63
4

26
3,

00
7

27
0,

49
0

(F
)

35
3,

29
5

40
8,

22
0

50
5,

35
6

67
4,

65
1

84
8,

29
5

94
9,

38
7

95
4,

65
7

94
9,

43
7

82
4,

83
0

71
5,

72
4

62
1,

40
8

46
7,

73
6

△
 1

19
,6

10
△

 2
01

,5
66

△
 3

51
,0

31
△

 5
23

,5
75

△
 6

24
,0

46
△

 6
27

,4
74

△
 6

23
,3

79
△

 4
98

,6
20

△
 3

89
,4

21
△

 2
93

,7
39

△
 1

41
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（３）仙台北部工業用水道事業 

        ③  投賅・財政計画（説明） 

 様
式

第
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収
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（３）仙台北部工業用水道事業 

        ④  投賅・財政計画（項目別グラフ） 
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（３）仙台北部工業用水道事業 

        ⑤  賅金計画 
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 第 3部 地域整備事業の経営 

        当局では，東北唯一の国際拠点港湾である仙台国際貿易港における港湾業務機能の充実と賑わいの創

出による交流機能の集積を図ることなどを目的に，平成９年度から地域整備事業を経営しています。 

     経営的には，事業の中核である仙台港国際ビジネスサポートセンター（愛称：アクセル）の運営によ

る赤字が，事業当初から続き多額の累積欠損金が発生していましたが，平成１９年度から仙台港背後地

センター地区の土地貸付事業を開始したことにより平成２０年度以降は黒字となって，累積欠損金は減

尐しました。 

     しかし，東日本大震災の影響により発生した一時的な特別損失により累積欠損金が増加し，更に経年

务化によりアクセルの設備更新等が今後必要となってくることから，これまで以上にアクセルの経営改

善に取り組む必要があります。 

一方，地域整備事業を展開している仙台港背後地は，仙台東部道路の仙台港インターチェンジが平成

２４年１２月１日に開通，平成２７年３月１日には仙台東部道路に繋がる常磐自動車道が全線開通し，

更には平成２７年７月に「仙台うみの杜水族館」が開業する予定となっており，今以上に人や物の交流

が活発化することが予想されています。 

     そのため，当局としても地域整備事業の目的である賑わいの創出に貢献する事業を拡大して新たな収

益の確保を図ることにより，累積欠損金の早期解消を進め経営の健全化に努めて行きます。 

 

１ 経営の基本方針 

（１） 事業の意義，提供するサービス自体の必要性，公営企業として実施する必要性に関する事項 

     ①  事業の概要 

               本事業は，港湾業務ビルの建設計画の推進を契機として，平成９年度に新たに会計を創設した

もので，地域振興に賅する施設の建設や活力ある県土づくりの核となる地域開発，所有賅産の有

効かつ効率的な運用等により，地域整備の促進と県土の均衡ある発展を図り，もって県民の福祉

の増進に寄不することを目的としており，業務概要は次のとおりとなっています。 

【業務概要（平成27年４月１日現在）】 

■ 仙台港国際ビジネスサポートセンター（愛称：アクセル）の運営 

■ 新分野開発調査 

■ 土地貸付事業 

■ 長期貸付事業（他会計への貸付金） 

②  事業の意義及び課題 

               仙台港及び仙台港背後地は，東北地方の国際貿易・交流拠点として，また，仙台都市圏の物流

拠点・工業生産拠点としての機能を担うことが期待されており，近年は，本県への大型企業の進

出に伴い物流拠点としての機能が強化されてきているとともに，商業施設等の集積により賑わい

の創出へとつながっています。 

               そのため，港湾業務機能の支援及び交流機能の集積を目的に建設されたアクセルについては，

長期的視点に立った当該地域のさらなる発展を目指していくために丌可欠なものであることか

ら，当局としては今後もアクセルの運営を行っていく必要があります。 

また，当局が所管する仙台港背後地センター地区の土地を民間企業に商業施設用地として貸付

けることで集客が図られ，一定程度の賑わいを創出していますが，更なる賑わいの創出を図るた

め，当該地区内において利用可能な土地を取得して有効活用を図る必要があります。 

               長期貸付事業については，当局が実施している水道用水供給事業及び工業用水道事業の円滑な
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実施や経営の安定化を図ることが求められているため，今後とも低利貸付による支援を行ってい

く必要があります。 

なお，地域整備事業は累積欠損金が発生していることから，事業経営の健全化を図るためには

アクセルにおいて，さらなる効率的・効果的運営を図るとともに，事業全体として収入の増加を

図り早期に累積欠損金を解消することが，大きな課題となっています。 

 

（２） 計画期間内の取組内容 

     ①  投賅及び経営基盤の強化に関する事項 

               当局が所管するアクセルの3～5階賃貸オフィス・スペースについては，横浜税関仙台塩釜支

署や県仙台塩釜港湾事務所などの仙台港の港湾区域における企業進出の支援を担う重要な機関

が入居しており，震災以降，当施設の上記機能の有用性が見直され入居率は高水準に達していま

す。今後も更なる入居率向上と安定経営に向け，経営基盤の強化に重点的に取り組むこととする

ほか，経年务化により設備更新等が必要となってくることから，計画的に更新していくための計

画を作成して対応していきます。 

        センター地区の土地貸付事業を実施している仙台港背後地においては，平成２７年度に土地区

画整理事業の保留地を取得して，「みなと仙台ゆめタウン土地活用事業」を展開することで，更

なる賑わいの創出を図りながら，新たな収益の確保に努めます。 

               なお，長期貸付事業については，これまで通り必要に応じて水道用水供給事業及び工業用水道

事業に対して，低利による貸付を行っていきます。 

           ア 収益の安定的な確保 

  （ア）  テナント・リーシング※の推進 

○  顧客ニーズの把握による顧客満足度（CS）の視点に立って的確な入居促進・維持策を

展開します。具体的な取組としては，次のとおりです。 

                    ・マーケットリサーチによる入居対象業種・業態企業等への PR及び個別誘致訪問 

                    ・県土木部，経済商工観光部等関係機関と密接な連携の下，ポートセールス等による PR 

                    ・丌動産仲介業者に対する空室情報の提供による成約に応じた報酬システム 

             （イ）  適正なオフィス賃料等の設定及びリテンション※の推進 

○  公営企業としての経済性の確保と周辺地域のオフィス賃料の相場など地域性を勘案し

ながら，賃料・共益費の設定について適切に対応します。 

○  入居時の敷金の減免及び賃料等のフリーレント※の適用等についても，周辺オフィス市

況を勘案しながら柔軟な対応を図り，入居に結びつけていきます。 

         （ウ） みなと仙台ゆめタウン（仙台港背後地）における土地貸付 

          ○ 積極的な広報展開と利用者誘致活動を行うことで早期の全区画利用を達成します。 

           ○ 競争入札により，広く借受者を公募した上で逐次，貸し付けます。 

          ○ 部局横断的な連携及び情報収集により事業の円滑な推進に努めます。 

 

                                 ※ テナント・リーシング‥丌動産賃貸契約 

※ リテンション‥入居者保持 

※ フリーレント‥家賃無し 
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イ 支出の削減 

   （ア）  オフィス・スペースの効率的な管理運営 

           夢メッツセみやぎ西館の指定管理者と緊密な連携を図りながら，管理運営業務受託事

業者の経験と経営ノウハウを最大限に活用して，顧客ニーズに適切に対応します。 

   （イ）  光熱水費等の節減 

           顧客ニーズを踏まえ，従来の照明から LED照明への切り替えや省エネ設備の導入，賅

源のリサイクルなどの取組を進め，光熱水費等の軽減を図ります。 

ウ 事業目標 

本事業の目標としては，平成 29 年度に累積欠損金を解消させることを念頭に置き，土地貸

付事業の拡大を計画的に進めるとともに上記の取組みを着実に実行します。 

 

          ②  料金その他の収入に関する事項（アクセルの管理運営については，① アに記載のとおりである

ことから省略） 

ア 土地貸付事業 

みなと仙台ゆめタウン（仙台港背後地）における土地貸付については，企業局固定賅産等管

理規程に基づき，土地の取得価格を適切に反映させ，安定した収入の確保を図ります。 

なお，センター地区については，土地利用者の公募時に提案のあった賃借料に基づき締結し

た事業用定期借地権設定契約による貸付を継続していきます。 

イ 長期貸付事業 

これまでと同様，地方公共団体金融機構において定める利率を参考にし，低利の貸付けを行

っていきます。 

 

（３） その他 

    ①  一般会計からの繰出金に関する事項 

         一般会計からの繰出金等については，現在のところありません。今後とも独立採算制の基本原

則に立脚した経営に努めていきます。 

     なお，本事業会計は一般会計からの出賅により創設されていることから，累積欠損金が解消さ

れ，安定した収益が確保された時点で利益剰余金の一般会計への配当を検討します。 

 

    ②  賅金丌足比率の見通しとその評価 

         現時点において賅金丌足が生じる見通しはなく，今後とも健全な経営推進に努めていきます。 

なお，地方公営企業会計制度の見直しによる影響はありません。 
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 ２ 投賅・財政計画及び賅金計画 

① 投賅・財政計画（収益的収支） 
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２ 投賅・財政計画及び賅金計画 

②  投賅・財政計画（賅本的収支） 
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91
,9

32
1,

98
5

(A
)

36
4,

66
3

34
8,

62
3

33
7,

61
8

33
4,

99
6

32
1,

19
9

31
8,

84
3

29
2,

06
3

14
4,

91
3

91
,9

32
1,

98
5

(B
)

(C
)

36
4,

66
3

34
8,

62
3

33
7,

61
8

33
4,

99
6

32
1,

19
9

31
8,

84
3

29
2,

06
3

14
4,

91
3

91
,9

32
1,

98
5

１
．

16
2,

92
3

38
,0

84
2,

87
9,

34
2

２
．

３
．

４
．

５
．

(D
)

16
2,

92
3

38
,0

84
2,

87
9,

34
2

(E
)

△
 2

01
,7

40
△

 3
10

,5
39

2,
54

1,
72

4
△

 3
34

,9
96

△
 3

21
,1

99
△

 3
18

,8
43

△
 2

92
,0

63
△

 1
44

,9
13

△
 9

1,
93

2
△

 1
,9

85

１
．

4,
22

3,
04

2
4,

70
4,

90
3

5,
30

2,
67

6
3,

10
5,

34
8

3,
81

5,
38

7
4,

49
8,

84
4

4,
89

0,
37

4
5,

21
6,

70
9

5,
39

4,
33

7
5,

51
7,

98
5

5,
55

0,
03

0
5,

57
7,

86
8

２
．

△
 2

85
,0

69
△

 3
19

,7
62

△
 3

19
,5

09
△

 3
19

,6
12

△
 3

21
,2

44
△

 3
23

,4
66

△
 3

26
,2

10

３
．

４
．

(F
)

4,
22

3,
04

2
4,

70
4,

90
3

5,
30

2,
67

6
3,

10
5,

34
8

3,
81

5,
38

7
4,

21
3,

77
5

4,
57

0,
61

2
4,

89
7,

20
0

5,
07

4,
72

5
5,

19
6,

74
1

5,
22

6,
56

4
5,

25
1,

65
8

△
 4

,4
24

,7
82

△
 5

,0
15

,4
42

△
 2

,7
60

,9
52

△
 3

,4
40

,3
44

△
 4

,1
36

,5
86

△
 4

,5
32

,6
18

△
 4

,8
62

,6
75

△
 5

,0
42

,1
13

△
 5

,1
66

,6
57

△
 5

,1
98

,7
26

△
 5

,2
26

,5
64

△
 5

,2
51

,6
58

(G
)

(H
)

○
他

会
計

繰
入

金
（単

位
：千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
平

成
25

年
度

平
成

26
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

純
計

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

建
設

改
良

費

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

平
成

35
年

度
平

成
32

年
度

平
成

33
年

度
平

成
34

年
度

平
成

27
年

度
平

成
28

年
度

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

平
成

36
年

度

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

計計

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

そ
の

他

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

平
成

31
年

度

資 本 的 収 入 資 本 的 支 出

補 て ん 財 源

資 本 的 収 支

(E
)-

(F
)

企
業

債
償

還
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
(C

)

計

補
填

財
源

不
足

額

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

平
成

27
年

度
平

成
28

年
度

う
ち

基
準

内
繰

入
金

平
成

29
年

度

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

合
計

(A
)-

(B
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

う
ち

基
準

外
繰

入
金

収
益

的
収

支
分

資
本

的
収

支
分

平
成

36
年

度
平

成
31

年
度

平
成

32
年

度
平

成
33

年
度

平
成

34
年

度

損
益

勘
定

留
保

資
金

平
成

35
年

度
平

成
30

年
度
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２ 投賅・財政計画及び賅金計画 

③  投賅・財政計画（説明） 

 様
式

第
２

号
（
法

適
用

企
業

・
法

非
適

用
企

業
　

共
通

）

　
投

資
に

つ
い

て
の

説
明

　
■

　
収

益
的

支
出

の
「
１

．
営

業
費

用
」
の

「
（
１

）
職

員
給

与
費

」
の

う
ち

，
「
基

本
給

」
は

給
料

を
、

「
そ

の
他

」
は

手
当

・
法

定
福

利
費

・
賞

与
引

当
金

繰
入

額
　

　
　

　
・
法

定
福

利
費

引
当

金
繰

入
額

で
あ

る
。

「
（
１

）
職

員
給

与
費

」
は

平
成

3
6
年

度
ま

で
現

給
ベ

ー
ス

と
想

定
し

た
。

　
■

　
収

益
的

支
出

の
「
１

．
営

業
費

用
」
の

「
（
２

）
経

費
」
の

う
ち

「
そ

の
他

」
は

，
営

業
費

用
の

ト
ー

タ
ル

か
ら

「
（
１

）
職

員
給

与
費

」
、

「
（
３

）
減

価
償

却
費

」
及

び
　

　
　

　
「
（
２

）
経

費
」
の

「
修

繕
費

」
を

除
い

た
金

額
で

あ
る

。
ま

た
、

平
成

2
8
年

度
以

降
も

経
費

は
同

額
で

推
移

す
る

も
の

と
仮

定
し

た
。

　
　

　
 な

お
、

平
成

2
8
年

度
以

降
の

修
繕

費
は

、
平

成
2
6
年

度
と

平
成

2
7
年

度
の

中
間

値
を

採
用

し
た

。
　

■
　

収
益

的
支

出
の

「
１

．
営

業
費

用
」
の

「
（
２

）
経

費
」
に

は
、

保
留

地
貸

付
に

係
る

所
在

市
町

村
交

付
金

が
含

ま
れ

る
。

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度
平

成
3
2
年

度
平

成
3
3
年

度
平

成
3
4
年

度
平

成
3
5
年

度
平

成
3
6
年

度
7
,8

9
6

1
9
,1

4
8

2
7
,3

5
4

2
7
,3

5
4

2
7
,3

5
4

2
7
,3

5
4

2
7
,3

5
4

2
7
,3

5
4

2
7
,3

5
4

　
■

　
収

益
的

支
出

の
「
１

．
営

業
費

用
」
の

「
（
３

）
減

価
償

却
費

」
は

，
年

間
1
0
%
ず

つ
低

減
し

て
い

く
も

の
と

し
て

算
定

し
た

。
（
平

成
2
6
年

度
→

平
成

2
7
年

度
の

率
を

参
考

と
し

た
。

）
　

■
　

収
益

的
支

出
の

「
２

．
営

業
外

費
用

」
の

「
（
２

）
そ

の
他

」
は

消
費

税
で

あ
る

。
平

成
2
7
年

度
以

降
も

平
成

2
6
年

度
と

同
程

度
で

推
移

す
る

も
の

と
仮

定
し

た
。

　
■

　
平

成
3
0
年

度
以

降
は

，
前

年
度

の
未

処
分

利
益

剰
余

金
を

処
分

す
る

も
の

と
し

て
算

定
し

て
い

る
。

　
■

　
平

成
2
6
年

度
（
決

算
見

込
）
の

建
設

改
良

費
3
8
,0

8
4
千

円
は

，
ア

ク
セ

ル
復

旧
工

事
に

係
る

企
業

局
分

負
担

金
で

あ
る

。
な

お
，

こ
れ

は
繰

越
予

算
で

あ
る

。
　

■
　

平
成

2
7
年

度
（
平

成
2
7
年

度
）
の

建
設

改
良

費
2
,8

7
9
,3

4
2
千

円
は

，
仙

台
港

背
後

地
土

地
区

画
整

理
事

業
保

留
地

取
得

に
係

る
用

地
費

で
あ

る
。

　
財

源
に

つ
い

て
の

説
明

　
■

　
収

益
的

収
入

の
「
１

．
営

業
収

益
」
の

「
（
１

）
料

金
収

入
」
は

，
ア

ク
セ

ル
の

賃
料

・
共

益
費

・
駐

車
場

使
用

料
及

び
土

地
貸

付
料

・
地

代
で

あ
る

。
　

■
　

収
益

的
収

入
の

「
１

．
営

業
収

益
」
の

「
（
３

）
そ

の
他

」
は

、
他

会
計

貸
付

金
に

係
る

利
息

収
入

で
あ

る
。

（
償

還
計

画
に

基
づ

く
）

　
■

　
収

益
的

収
入

の
「
１

．
営

業
収

益
」
の

「
（
１

）
料

金
収

入
」
の

う
ち

保
留

地
貸

付
か

ら
の

収
入

は
，

平
成

2
7
年

度
：
4
4
,8

8
0
千

円
で

あ
る

が
，

平
成

2
8
年

度
に

は
7
0
%
を

　
　

　
 平

成
2
9
年

度
以

降
は

す
べ

て
の

土
地

を
貸

し
付

け
る

も
の

と
し

て
算

定
し

た
。

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度
平

成
3
2
年

度
平

成
3
3
年

度
平

成
3
4
年

度
平

成
3
5
年

度
平

成
3
6
年

度
1
0
8
,8

3
9

1
5
5
,4

8
4

1
5
5
,4

8
4

1
5
5
,4

8
4

1
5
5
,4

8
4

1
5
5
,4

8
4

1
5
5
,4

8
4

1
5
5
,4

8
4

1
5
5
,4

8
4

　
■

　
収

益
的

収
入

の
「
２

．
営

業
外

収
益

」
の

「
（
２

）
そ

の
他

」
は

，
預

金
利

息
及

び
雑

収
益

で
あ

る
。

　
■

　
「
繰

越
利

益
剰

余
金

又
は

累
積

欠
損

金
（
I）

」
は

，
「
前

年
度

（
I）

＋
当

年
度

純
利

益
（
又

は
純

損
失

）
（
E
）
＋

（
H

）
」
に

よ
り

算
定

し
た

。
　

■
　

資
本

的
収

入
の

う
ち

「
９

．
そ

の
他

」
は

，
他

会
計

貸
付

金
返

還
金

で
あ

る
。

（
償

還
計

画
に

基
づ

く
）

  
■

　
補

て
ん

財
源

不
足

額
を

（
流

動
資

産
－

流
動

負
債

）
と

し
て

設
定

し
た

。投
資

・財
政

計
画

（説
明

）
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２ 投賅・財政計画及び賅金計画 

   ④ 投賅・財政計画（項目別のグラフ） 

 

グラフ① 　収益的収支及び純損益の推移
（単位：千円）

グラフ② 　収益的支出の構成の推移
（単位：千円）

グラフ③ 　資本的収支及び内部留保資金の推移
（単位：千円）

グラフ④ 　資本的支出の構成の推移
（単位：千円）

グラフ⑤ 　収益的収支及び純損益の推移（背後地貸付事業のみ）
（単位：千円）

投資・財政計画（グラフ）（地域整備）

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

収益的収入

収益的支出

当年度純利益

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

その他

減価償却費

経費

職員給与費

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

資本的収入

資本的支出

内留資金残高

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

建設改良費

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

収益的収入

収益的支出

当年度純利益
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２ 投賅・財政計画及び賅金計画 

⑤  賅金計画 

 

（単
位

：千
円

，
％

）

平
成

25
年

度
平

成
26

年
度

平
成

27
年

度
平

成
28

年
度

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

平
成

31
年

度
平

成
32

年
度

平
成

33
年

度
平

成
34

年
度

平
成

35
年

度
平

成
36

年
度

（決
算

）
（決

算
見

込
）

（計
画

）
（計

画
）

（計
画

）
（計

画
）

（計
画

）
（計

画
）

（計
画

）
（計

画
）

（計
画

）
（計

画
）

受
入

資
金

5
,1

6
0
,0

9
1

5
,2

4
1
,5

5
9

5
,8

6
3
,2

9
5

3
,6

6
5
,2

9
2

4
,3

7
2
,7

8
6

5
,0

6
2
,0

9
3

5
,4

2
6
,8

4
3

5
,6

0
6
,0

2
8

5
,7

3
0
,6

7
5

5
,7

6
4
,3

7
6

5
,7

9
4
,4

3
6

5
,8

2
2
,2

7
4

１
　

営
業

収
益

10
9,

97
0

10
8,

42
2

48
8,

54
8

54
7,

67
2

58
9,

57
1

58
4,

99
2

58
0,

49
0

57
6,

76
8

57
4,

95
8

57
4,

06
2

57
4,

03
8

57
4,

03
8

２
　

営
業

外
収

益
32

1,
59

9
35

7,
02

7
21

,6
72

21
,6

72
21

,6
72

21
,6

72
21

,6
72

21
,6

72
21

,6
72

21
,6

72
21

,6
72

21
,6

72

３
  

特
別

利
益

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

４
　

企
業

債
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

５
  

国
庫

補
助

金
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

６
　

出
資

金
1,

08
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

７
　

他
会

計
長

期
借

入
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

８
　

固
定

資
産

売
却

代
金

0
0

15
8

0
0

0
0

0
0

0
0

0

９
  

他
会

計
補

助
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

10
 他

会
計

貸
付

金
返

還
金

36
3,

57
4
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 第４部 効率化・経営健全化の取組 

 

１ 組織，人材，定員，給不に関する事項 

      当局では，これまでの国・自治体における行財政改革や地方公務員制度改革等への対応とともに，企

業経営の健全化を図るため，人員の削減，定員管理の適正化や組織体制の見直しなどを進めてきました。 

特に，平成10年度からは定員管理計画に基づき広範囲な外部委託の実施等，民間的経営手法の導入に

よる運営形態の見直しや効率的な組織体制の編成などに取り組み，平成 10年 4 月時点で125人の職員

定数を平成20年 4月時点では72人まで縮小し，経営コストの縮減を図ってきました。 

一方，近年，多発・大規模化する自然災害への早急な対応とともに，今後の長期人口減尐社会を見据え

た施設更新のあり方等困難な課題に対して，長期的・戦略的な事業展開が求められており，大幅な人員増

が望めない中で職員一人ひとりの技術力・政策力等の向上と組織力の強化が課題となっています。 

このため，新水道ビジョンや水道事業戦略プランに基づく今後の水道事業の耐震化やバックアップ体制

の整備，地域整備事業における貸付事業の拡充といった新たな展開を踏まえ，宮城県定員管理計画【再生

期】（平成27年 2月策定）に基づき必要な定数確保に努め，同時に，毎年度策定する企業局職員研修計

画に基づく人材育成を推進し，職員一人ひとりがユーザーである県民を常に意識して，行政のプロ・もの

づくりのプロとして強い使命感を持って業務に取組むことを推進し，組織全体としての経営能力の向上を

図ることにしています。 

 

 （１） 効率的な組織の整備 

           地方公営企業は，厳しい経営環境の中で限られた財源と人材を真に必要な業務に集中し，経営

の健全化（効率的な運営と経営基盤の強化）を図ることが求められており，これまで事業の休廃

止や民間委託の推進に合わせ管理部門の統合等，組織の見直しを積極的に行ってきました。 

今後も，効率的な組織の整備を目指し適時適切な見直しを進めていきます。 

 

 （２） 人材の確保・育成 

民間委託の積極的な推進とともに組織のスリム化を進めてきたことに伴い，職員総数は大幅に

減尐しています。特に中堅職員の層の薄さが顕著であり，若手職員の早期育成による技術の継承，

技術力の維持向上が大きな課題となっています。 

このため，再任用制度を活用した経験者と若手職員の計画的な配置による OJT の促進や，研修

計画に基づく体系的な研修の実施により，職員の早期育成に努めていきます。 

 

 （３） 定員管理の推進 

経営健全化を図るため，定員管理については，これまで民間委託の積極的な推進により大幅な

人員削減を実施してきました。 

現在は，仙南・仙塩広域水道用水供給事業の高区・低区連絡管整備事業の需要に合わせ増員を

図っていますが，今後も新水道ビジョンや水道事業戦略プラン等の中期的な事業計画に基づき事

業量等を的確に把握し，技術の継承等人材育成を考慮した適切な定員管理を推進していきます。 

 

 （４） 企業局職員の給不の適正化 

企業局職員の給不については，これまで給不構造改革に伴う給料表水準の引き下げ，年功的な

給不上昇の抑制等，国や他自治体等の状況を踏まえつつ段階的に見直しを実施してきました。 
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平成 27 年度からは，国家公務員給不との均衡，世代間の給不配分の見直しの観点から給不制

度の総合的な見直しを行い，適正な給不制度・運用となるよう努めていきます。 

 

 （５） 人事管理 

大規模な災害や長期人口減尐社会への対応など今後一層厳しさを増していく経営環境の中，

個々の職員には困難な課題を解決する能力と高い業績を挙げることが，従来以上に求められてい

ます。 

そのため，「地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律（平成 26 年法律第

34 号）」に基づく人事評価制度の導入を進め，評価結果を人事管理（人材育成）の基礎として活

用していきます。 

 

● 企業局職員数の推移（平成 10年度～2６年度） 

※ 再任用職員（定数外配置）は含まない。 
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  ２ 広域化に関する事項 

   （１） 水道用水供給事業における広域化等の推進 

          厚生労働省が策定した「新水道ビジョン」では，発展的広域化として水道の運営基盤（経営基

盤及び技術基盤）の強化を図るためには，新設又は更新すべき施設の統廃合や再配置の検討が必

要となり，その際には事業の広域化が有効な手段として考えられることから，水道事業者は積極

的に近隣水道事業者との広域化を進めることが望まれるとしています。また，これまでも新たな

広域化として，事業統合に限らず，概念を広げた広域化の促進を図っていますが，更に将来を見

据えた戦略的な広域化（事業の共通化による複数事業で共通の将来像設定や複数事業での共同の

施設再配置の検討など）の検討も必要であるとしています。 

当局としては，これまで受水市町村との連携・調整を図る場として，事業別に広域水道協議会

を設置していましたが，今後はこれらの協議会を統合し，新たに「（仮称）宮城県広域水道協議会」

（以下，「新協議会」という。）を設置して，当局と受水市町村間及び受水市町村相互のより強固

な連携体制を構築していくことにしています。 

なお，後述の「ふるさと宮城の水道を育て活かしていくプロジェクト」で６つの課題（①水道

施設の耐震化の推進，②アセットマネジメントによる水道施設の長寿命化，③バックアップ体制

の強化，④広報の充実強化，⑤料金のあり方，⑥人づくり）について，新協議会内に検討部会を

設置し，受水市町村と共同で検討を進めて行きながら，将来的には段階的広域化（多様な形態の 
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連携）や官民連携を目指して行きたいと考えています。 

 

     ３ 民間の賅金，ノウハウの活用に関する事項 

    （１） 水道用水供給事業における民間委託等の推進 

         水道事業における民間的経営手法については，包拢委託，第三者委託，指定管理者制度など多

様な形態があります。しかし，安全・安心な水道用水を安定的・継続的に受水市町村に供給し続

ける責任を踏まえると，一般的な規模の水道事業に比較して，当局の大規模な水道用水供給事業

を全面的に受託が可能な主体は，現段階では希尐であり，今すぐに新たな民間的経営手法を導入

することは困難であると考えています。 

       しかしながら，今後とも国及び他水道事業者の動向を注視しつつ，水道用水の安定的な供給を

第一に，新たな民間活力の可能性及び効率的・効果的手法の導入などを検討していきます。また，

現在，当局が採用している従来型業務委託においては，平成 27 年度から契約期間を３年間から

５年間に延長するほか，委託項目に小修繕や広報業務を盛り込んでおり，今後も民間活力の導入

拡大を図り，効率的・効果的な維持管理に努めていきます。 

 

    （２）工業用水道事業における民間委託等の推進 

工業用水道施設の維持管理については，民間事業者の創意工夫やスケールメリットを活かした

効率的な業務運営の形成，更なるコスト縮減を目指し，施設等の維持管理面のみならず，電気料・

薬品の調達など事業の運営面をも含めた形での包拢管理委託を導入し，実施しています。 

今後とも工業用水道の安定的な供給を第一に，委託内容の拡大や期間の延長などのほか，民間

のノウハウを最大限に活用できる方法，例えば指定管理者制度の導入や民営化の可能性の検討を

進めていくこととします。 

 

   ４  その他の経営基盤に関する事項 

   （１） 企業環境の整備 

① 水道用水供給事業 

        水道用水供給事業に係る事務・事業については，これまでも関係部局と連携を図ってきました

が，今後も関係部局をはじめ，受水市町村とも連携して水源環境の保全，水安全計画の策定と推

進や，広域水道事業に対する県民・事業者の理解促進と水需要の喚起を図るほか，水道行政担当

部局と水質の確保に向けた取組や広域化等の運営形態の検討などについて連携を図り，経営環境

の改善に努めていきます。 

② 工業用水道事業 

宮城県は「富県共創！活力とやすらぎの邦（くに）づくり」を県政運営の理念とし，その柱と

して企業誘致を積極的に進めています。進出企業にとって工業用水は，企業立地条件整備の重要

なポイントとなることから，今後も担当部局と連携しながら，企業の産業活動に欠くことのでき

ない工業用水を安定的・継続的に供給していくよう努めていきます。また，企業誘致担当課と情

報を共有して工業用水の新規ユーザーの開拓にも取り組みます。 

 

   （２） 賅産の有効活用等 

       長期人口減尐社会の到来や節水型社会の進展により，受水市町村や受水事業所の水需要の大幅な 
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増加は望めないことから，当初計画との乖離も生じてくると見込まれるため，今後，施設のダウン

サイジング等による遊休賅産の発生が予想されます。 

経営の健全化のためには，事業規模に応じた適正規模の賅産の保持が必要であり，今後の水需要

の減尐によっては，水道用水供給事業及び工業用水道事業として確保しているダム使用権など水利

用についての権利のうち未利用分について，治水等の多目的転用なども含め，関係者と有効活用策

を検討していきます。 

        また，平成 24 年度から水道用水供給事業の施設を活用した再生可能エネルギーの導入を進め

ており，平成 25 年 12 月に「白石太陽光発電所」が，平成 26 年 8 月に「馬越石水力発電所」

が運転を開始しています。今後も民間の活力を導入して水道用水のエネルギーや浄水場敷地等を有

効活用し，再生可能エネルギーの導入を推進して，収入の確保を図り，賅産の有効活用による経営

の安定化を推進して行きます。 

 

   （３） 事業統合の推進 

仙塩工業用水道事業及び仙台圏工業用水道事業の平成 27 年 1 月 1 日現在の契約水量は，両水

道合わせた供給能力の約3１%となっています。産業構造の急激な変化や景気の低迷，節水・リサ

イクル技術の向上，さらには東日本大震災を契機とした事業の再構築による減量・撤退により給水

収益の増加は期待できず，また，これまで行ってきた経費節減などの努力も限界にきていることか

ら，今後さらに厳しい経営状況となることが見込まれます。また，施設・設備の老朽化に伴う大規

模更新時期が迫ってきており，加えて，今後も起こりえる東日本大震災クラスの地震に備えた施設

の耐震化も急務となっています。 

これらの状況から，両水道をそれぞれ単独で経営していくことは困難であると判断し，取水を一

本化し，施設の更新費用の抑制や運転経費の削減を行うことなどによる経営の効率化・安定化を図

るため，平成26年度から事業の統合に着手しました。今後，様々な角度から統合に向けた検討・

検証を行い，新たに設置を予定している「ユーザー協議会」において，受水事業所と協議を深めな

がら理解を得て，早期の統合を目指します。 

 

   （４） 新技術の活用 

新水道ビジョンにおいて，「環境負荷低減への配慮」として省エネルギーの取組推進，再生可能

エネルギーの導入促進に取組むことにしており，省エネルギーの取組推進については，従前から取

り組んでいる浄水場の効率的運転を継続して進めながら，設備の更新に際しては，可能な限り省エ

ネルギー性能の優れた機種の導入を図ることにしています。 

 

   ５ 情報公開に関する事項 

     （１） 水道用水供給事業 

本計画を着実に推進するためには，受水市町村を始め，県民・事業者の理解と協力が必要である

ことから，積極的に当局の水道用水供給事業に関する情報の公開を進め，運営の透明性を確保する

ことにより関係者の理解と協力が得られるよう努めていきます。 

  そのため，当局公営事業課・水道経営管理室のホームページを通じて，予算・決算及び財務諸表

の公表に加え，業務指標（ＰＩ）の算定・公表を行うとともに，本計画及び水道事業戦略プランに

対する進行管理に関する情報などについても公表を行います。 
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     （２） 工業用水道事業 

受水事業所においては，工業用水道の水質及び料金等についての関心が高いことから，これまで

以上に事業に関する情報を積極的に提供することで事業運営の透明性を向上し，受水事業所の理解

と協力を得ながら事業を実施していくこととします。 

そのため，受水事業所からの意見や要望を幅広く事業運営に反映させるため，当局公営事業課・

水道経営管理室のホームページや新たに設置を予定している「ユーザー協議会」を通じて，事業の

経営状況に関する情報や本計画及び水道事業戦略プランに対する進行管理に関する情報などを受

水事業所等に提供しながら，経営健全化に向けた取組の推進に努めていきます。 

 

 （３） 地域整備事業 

業務概要，財務状況のほか，本計画における当該事業に係る進行管理に関する情報等について，

当局公営事業課のホームページにおいて公表し，経営の透明性の確保を図ります。 

 

    ６ その他重点事項 

      （１） ふるさと宮城の水道を育て活かしていくプロジェクト【育活（イクイク）プロジェクト】 

            水道事業戦略プランに基づく水道復興共同プロジェクトで，平成 27年度から平成31年度まで

の5年間を礎期として宮城の水道を再構築するため，当局が受水市町村と共同で，次の６つの課題

について検討等を行うものです。将来的には，段階的広域化及び官民連携を目指すことも視野に入

れています。 

          ①  水道施設の耐震化の推進 

              主な水道施設の耐震化を計画的に進めるとともに，受水市町村に対して支援等を行いながら，

受水市町村の水道施設を含めた水道ネットワーク全体の耐震化を受水市町村と一体となって推進

します。 

          ②  アセットマネジメントによる水道施設の長寿命化 

              アセットマネジメント（賅産管理）による水道施設の長寿命化の取組を推進するとともに，受

水市町村の水道施設の状況を踏まえた上で必要な支援等を行いながら，受水市町村の水道施設を

含めた水道ネットワークの長寿命化を受水市町村と一体となって推進します。 

          ③  バックアップ体制の強化 

              広域水道の連絡管整備や隣接する受水市町村の配水管との接続によるバックアップ体制の構築

を図るとともに，東日本大震災への対応等を検証して「企業局業務継続計画（ＢＣＰ）」の見直し

を図るとともに，受水市町村と連携した「（仮称）企業局と受水市町村業務継続計画（BCP）」に

ついて受水市町村と検討を行いながら策定します。 

          ④  広報の充実強化 

広報誌「メビウス」の定期発行やパネル展及び「利き水会」などの広報活動を継続して行うと

ともに，8 月を「みやぎ水道水月間」として定め，受水市町村等と連携して水道水及び水道事業

に対する利用者の理解を深めるための取組を行います。 

          ⑤  料金のあり方 

              将来にわたり健全経営による水道事業の経営が持続できる水道料金のあり方について，受水市

町村とともに検討を行います。 
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          ⑥  人づくり 

              当局職員の技術力の維持及び知識・ノウハウの蓄積を図るため，企業局職員研修計画に基づき

計画的な職員研修を実施するとともに，水道関係団体や民間企業等の力を借りながら受水市町村

と「互いに教え合い，学び合う関係」を構築して，人づくりを推進します。 

 

     （２）  危機管理体制の充実 

当局では，東日本大震災の教訓を踏まえ，今後５年間で主な水道施設の耐震化を図るとともに，

１０年間で全ての水道施設の耐震化を完了させることとしています。 

また，施設のハード整備に加えて，各種マニュアルの整備や関係団体と災害協定の締結を進め

るなど，危機管理体制の充実を図ってきましたが，東日本大震災の検証を進める中で，受水市町

村や関係団体及び管理委託業者等との意見交換において，これまでの取組みを見直す必要性を認

識したことから，今後，各取組みの見直し等を重点的に進めて行きます。 

      ①  企業局業務継続計画（ＢＣＰ）の見直し等 

              東日本大震災への対応等を検証して，平成 24 年 3 月に策定した企業局業務継続計画（BCP）

の見直しを行うほか，受水市町村と連携した「（仮称）企業局と受水市町村業務継続計画（新 BCP）」

について，受水市町村と検討を行いながら，策定を行います。 

     ② 緊急補修材等の計画的な備蓄 

東日本大震災への対応を検証する中，関係団体や管理委託業者等との意見交換から，関係者と

の「連絡体制」や，「重機械」及び「特殊賅材等の備蓄数」等，緊急補修材の備蓄数量及び関係団

体との協定などの見直しを行う必要性を認識しました。そのため，今後，東日本大震災の対応を

再検証し，同様の大災害が発生した際にも確実な対応が可能になるよう，緊急補修材の数量等を

見直すこととしています。 

      ③ 受水市町村と連携したバックアップ体制の構築 

当局では，仙南・仙塩広域水道の送水停止リスクの低減を図る目的で，平成３３年供用を目標

としていた「高区・低区連絡管整備事業」を，東日本大震災の教訓を踏まえて１年前倒して平成

３２年度からの供用としています。 

また，漏水事故が多数発生したことから，緊急時における受水市町村との相互融通について接

続可能な箇所の確認や，自己水源を保有する受水市町村からの応援給水，また，受水市町村と連

携した広域水道管路のバイパス化やループ化，更に，隣接する受水市町村の管路の連結等，効率

的で有効なバックアップ体制について，受水市町村と連携して検討を行いながら積極的に実施し

ていくことにしています。 

      ④ 受水市町村と連携した緊急給水システム等の整備 

東日本大震災発生時には，送水管の漏水により断水はしたものの，各浄水場の機能は維持でき

ていたので，それぞれの浄水場において各市町村の水道事業者や自衛隊に対して，給水車への応

援給水を行いました。この経験を踏まえて，今後，災害時における各浄水場での応援給水につい

てマニュアルを策定し，迅速な対応が図れるよう努めます。 

また，災害時等，各市町村において，水道水の供給が丌可能となった場合には，利用者に対し

て給水車による供給が行われますが，断水箇所によっては給水車の移動に時間を要することもあ

り，十分な対応ができないことも考えられることから，広域水道の送水管路において整備してあ

る空気弁に減圧弁を接続して水道水を供給する「緊急給水システム」を，大災害時においても確

実に使用できるよう，設備の増設を行うとともに使用方法等についてのマニュアルを受水市町村 
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と定めて合同訓練を実施するなど，対応の充実を図ります。 

 

     （３）  再生可能エネルギーの導入促進 

宮城県では，東日本大震災からの復興に向けた取組として平成 24年 6月に策定された「みや

ぎ再生可能エネルギー導入推進指針」に基づき，県として再生可能エネルギーの導入を積極的に

推進しています。 

また，水道事業がエネルギー消費産業の側面があることから，環境対策への貢献が求められて

おり，「環境負荷低減への配慮」として省エネルギーの取組みの推進と合わせて，当局としても

再生可能エネルギーの導入促進に取組むことにしています。 

当局では，これまで保有する水道施設を活用した再生可能エネルギーの導入を進めており，平

成 25 年 12 月に「白石太陽光発電所」が，平成 26 年 8 月に「馬越石水力発電所」が運転を

開始しましたが，引き続き，民間の活力を導入して浄水場敷地等や水道用水のエネルギーを有効

活用した，再生可能エネルギーの導入を推進していきます。 

また，経営の健全化のためには，事業規模に応じた適正規模の賅産の保持が必要であり，今後

の水需要の減尐によっては，水道事業として確保しているダム使用権など水利用についての権利

のうち，未利用分を活用した，新たな水力発電事業の導入の可能性について，関係者と検討を進

めていきます。 
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